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WA S E DA
　 U N I V E R S I T Y

「学問の独立」は、「在野精神」「反骨の精神」と結び合います。本学は、自主

独立の精神を持つ近代的国民の養成を理想として、権力や時勢に左右され

ない、科学的な教育・研究を行ってきました。

学問の独立

近代国家をめざす日本にとって、学問は現実に活かしうるものであるこ

と、日本の近代化に貢献するものであることが求められました。つまり「学

問の活用」です。安易な実用主義ではなく「進取の精神」として、本学の大き

な柱の一つになりました。

学問の活用

庶民の教育を主眼として創設された本学。その三つめの建学の理念が「模

範国民の造就」です。グローバリゼーションが進展する現代、豊かな人間性

を持った「世界市民の育成」と言い換えることができるでしょう。建学の理

念とそこから生まれ受け継がれてきた早稲田スピリットは、私たちの財産。

早稲田人がひとしく身につける校風です。

模範国民の造就
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Waseda Vision 150の実現に向けて

現在の社会状況を見ますと、長く低迷が続いてきた

国内経済も、ようやく企業の業績を中心に回復の兆し

を見せつつありますが、拡大する経済格差、領土問題

や歴史認識をめぐる近隣諸国との緊張関係などの不

安要因も存在しています。また、世界に目を転じれば、

相次ぐ地域紛争やテロリズム、ますます深刻化する環

境汚染や地球温暖化、今なお広範に存在している飢餓

と貧困など、地球規模で取り組まなければならない課

題が山積しています。そのような中、政界・財界・言論界

をあげて大学改革を強く求める声が高まっています。

その背景にはグローバル化が進展し、少子高齢化が急

速に進む中で、わが国が国際社会において再びその存

在感を示していくためには、洞察力と独創性に富み、豊

かな人間性と指導力・実行力を備えたグローバル人材

の養成とイノベーション創出の活性化を急がなければ

ならないという強い危機感が存在しています。

本学では、2012年11月に新たな中長期計画「Waseda 

Vision 150」を策定し、教育・研究を通じて我が国や国

際社会の発展に貢献する大学であり続けることを目

指して不断の改革を行っていくことを宣言しました。

「Waseda Vision 150」は、①人間力・洞察力を備えたグ

ローバルリーダーの育成、②未来をイノベートする独

創的研究の推進、③校友・地域との生涯にわたる連携

強化、④進化する大学の仕組みの創設という4つの大

きな柱のもと、2032年までにそれらを実現するための

13の核心戦略と76のプロジェクトを提示しています。

2013年度は、そのスタートの年として、新たに設置さ

れた推進本部（本部長 ： 総長）のもと、第1ステージ

（2013年度～2017年度）の数値目標を策定し、可能なも

のから実現に向けた取り組みを開始しました。

具体的なものとしては、在学生の海外留学を促進さ

せるための学部・研究科におけるクォーター（4学期）

制の導入や、基盤教育・リベラルアーツ教育の体系化

を図るためのグローバルエデュケーションセンター

設置、より高度なコミュニケーション能力を持つ人材

の輩出を目的とした大学院国際コミュニケーション

研究科の開設など、教育面で数々の新たな試みを実施

するとともに、研究面においては文部科学省「研究大

学促進事業」「国際科学イノベーション拠点整備事業」

に選定されるなど、社会が求める先端的な研究を推進

いたしました。

本学は、18年後の2032年に創立150周年を迎えます。

「Waseda Vision 150」の最終年度であるその時までに、

我が国を、アジアを、そして世界をリードする大学で

あることを目指して、今後も自己改革を惜しまず世界

に貢献してゆく所存ですので、これからもご支援のほ

どお願いいたします。

はじめに

総長
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1882年 明治15年 東京専門学校創設
1902年 明治35年 早稲田大学に改称
1907年 明治40年 大隈重信総長就任
1913年 大正 2年 教旨制定
1920年 大正 9年  大学令による大学に

（5学部・大学院・高等学院の設置）
1949年 昭和24年 新制大学へ移行
1966年 昭和41年 社会科学部設置
1978年 昭和53年 専門学校開校
1982年 昭和57年 本庄高等学院開校
1987年 昭和62年 人間科学部設置
1990年 平成 2年 教育学研究科設置
1991年 平成 3年 人間科学研究科設置
1994年 平成 6年 社会科学研究科設置
1998年 平成10年 アジア太平洋研究科設置
2000年 平成12年 国際情報通信研究科設置
2001年 平成13年  日本語教育研究科設置、

専門学校を芸術学校に改称
2003年 平成15年  専門職大学院（アジア太平洋研究科、公共

経営研究科）、情報生産システム研究科
（北九州）、スポーツ科学部、川口芸術学校
設置

2004年 平成16年  法務研究科（法科大学院）、
ファイナンス研究科（専門職大学院）
国際教養学部設置

2005年 平成17年 会計研究科（専門職大学院）設置
2006年 平成18年 スポーツ科学研究科設置
2007年 平成19年  第一文学部・第二文学部を文化構想学部・

文学部に再編
理工学部・研究科を基幹理工学部･研究科、
創造理工学部・研究科、先進理工学部・研
究科に再編
環境･エネルギー研究科設置

2008年 平成20年 教職研究科（専門職大学院）設置
2010年 平成22年 共同大学院設置（共同先端生命医科学専

攻、共同原子力専攻、共同先進健康科学
専攻）
高等学院中学部設置

2013年 平成25年 国際コミュニケーション研究科、グローバル
エデュケーションセンター、大学総合研究
センター設置

沿　革

 4月 1日 入学式
 4月 2日 大学院入学式
 7月 6日 商議員会
 8月 3～4日 オープンキャンパス
 9月15日 9月卒業式

 9月21日 9月入学式
10月20日 ホームカミングデー・稲門祭
12月 7日 商議員フォーラム
 3月25日 卒業式・大学院学位授与式
 3月26日 卒業式・大学院学位授与式

2013年度学事暦

役　員 2014年3月31日現在

総長（理事長） 鎌田  　　薫

常任理事 橋本  　周司 内田  　勝一
清水  　　敏 大塚  　宗春（学外）

理　　事 田中  　愛治 藁谷  　友紀
深澤  　良彰 島田  　陽一
紙屋  　敦之 齋藤  　美穂

理　　事 宮内  　孝知 守田  　芳秋
恩藏  　直人 福田  　秋秀（学外）
谷口  　邦生 柳田  　幸男（学外）

監　　事 平山  　正剛（学外）
渡邉  正太郎（学外）
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組織図 ※1 2007年度から募集停止。在学生がいなくなった時点で廃止する。
※2 2011年度から募集停止。在学生がいなくなった時点で廃止する。
※3 2012年度から募集停止。在学生がいなくなった時点で廃止する。

2014年3月31日現在 教務部 教務課
 教育システム課
 情報企画課
 附属・系属校プロジェクト室
 入学センター
 社会連携推進室
 早稲田ポータルオフィス
 本庄プロジェクト推進室
 芸術科学センター
 FD推進センター
研究推進部 研究企画課
 研究支援課
 研究マネジメント課
 産学官研究推進センター
国際部 国際課
 国際教育企画課
学生部 学生生活課
 奨学課
 キャリアセンター
 国際コミュニティセンター
 レジデンスセンター
文化推進部 文化企画課
総務部 法人課
 総務課
 環境安全管理課
 法務課
人事部 人事課
 給与厚生課
財務部 財務課
 経理課
 経理処理集中化プロジェクト室
キャンパス企画部 企画・建設課
総長室 秘書課
 校友課
 募金課
 経営企画課
 渉外局
広報室 広報課

政治経済学部 政治経済学術院事務所
政治学研究科
経済学研究科
公共経営研究科※3
現代政治経済研究所
法学部 法学学術院事務所
法学研究科
比較法研究所
法務研究科 法務研究科・法務教育研究センター事務所
法務教育研究センター
第一文学部※1  文学学術院事務所
第二文学部※1
文化構想学部
文学部
文学研究科
総合人文科学研究センター
教育学部 教育・総合科学学術院事務所
教育学研究科
教職研究科
教育総合研究所
商学部 商学学術院事務所
商学研究科
商学学術院総合研究所
ファイナンス研究科
ファイナンス研究センター
会計研究科
理工学部※1 理工学術院統合事務・技術センター 事務部 総務課
基幹理工学部   教学支援課
創造理工学部   研究総合支援課
先進理工学部   先端生命医科学センター支援課
基幹理工学研究科  技術部 技術企画総務課
創造理工学研究科   教育研究支援課（1～4系）
先進理工学研究科   理工学術院総合研究所事務所
理工学術院総合研究所
国際情報通信研究科 本庄総合事務センター
国際情報通信研究センター
環境・エネルギー研究科
環境総合研究センター
情報生産システム研究科 情報生産システム研究科・情報生産システム研究センター事務所
情報生産システム研究センター
社会科学部 社会科学総合学術院事務所
社会科学研究科
人間科学部
人間科学部（通信教育課程）
人間科学研究科
人間総合研究センター 所沢総合事務センター 総務課
スポーツ科学部  学務課
スポーツ科学研究科  入試広報課
スポーツ科学研究センター
国際教養学部 国際教養学部・国際コミュニケーション研究科事務所
国際コミュニケーション研究科
アジア太平洋研究科 アジア太平洋研究科・アジア太平洋研究センター事務所
アジア太平洋研究センター
日本語教育研究科 日本語教育研究科事務所

別科日本語専修課程
図書館 図書館事務所 総務課
坪内博士記念演劇博物館 演劇博物館事務所 情報管理課
會津八一記念博物館 博物館事務所 資料管理課
高等研究所 高等研究所事務所 利用者支援課
日本語教育研究センター 日本語教育研究センター事務所 高田早苗記念研究図書館担当課
大学総合研究センター 大学総合研究センター事務所 戸山図書館担当課
メディアネットワークセンター メディアネットワークセンター事務所 理工学図書館担当課
オープン教育センター オープン教育センター事務所 所沢図書館担当課
遠隔教育センター 遠隔教育センター事務所 
グローバルエデュケーションセンター グローバルエデュケーションセンター事務所
エクステンションセンター エクステンションセンター事務所 
環境保全センター 環境保全センター事務所
大学史資料センター 大学史資料センター事務所
保健センター 保健センター事務所
総合研究機構 研究院事務所
アジア研究機構
日米研究機構
イスラーム地域研究機構
日欧研究機構
重点領域研究機構
ナノ理工学研究機構
先端科学・健康医療融合研究機構
IT研究機構
グリーン・コンピューティング・システム研究機構
平山郁夫記念ボランティアセンター ボランティアセンター事務所
競技スポーツセンター 競技スポーツセンター事務所
留学センター 留学センター事務所
研究戦略センター 研究戦略センター事務所

高等学院・高等学院中学部 高等学院・高等学院中学部事務所
本庄高等学院 本庄高等学院事務所
芸術学校 芸術学校・川口芸術学校事務所
川口芸術学校※2

監査室

本部事務機構

政治経済
学術院

法学学術院

文学学術院

教育・総合科学
学術院

商学学術院

理工学術院

社会科学総合
学術院

人間科学学術院

スポーツ科学
学術院

国際学術院

別科

研究院

早
稲
田
大
学

総
　
長
（
理
事
長
・
学
長
）

理
　
事
　
会

商
議
員
会

評
議
員
会

監
　
事
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重点事業

（1）教育の深化と多様化を目指す

1）入試制度の改革
①多様で優秀な学生獲得のための方策の検討と推進
2013年度は「入試開発オフィス」を発足させるとと

もに、「入試開発検討会」における議論を開始し、次年
度以降の活動の実質化に向けた体制固めを行った。ま
た、ミャンマー連邦共和国を対象とした大学院新入試
「奨学金給付型AO入試」導入を実現させ、学生募集
を開始した。さらに、学内外の情報収集・分析を実施し、
それに立脚した2014年度オープンキャンパスの新規
実施都市（仙台・広島）の決定、海外リクルート体制の
構築、ターゲットを絞った広報活動の実施等、当初の
計画を上回る活動ができた。
②恒常的な入試改革体制の確立
入試に係る諸調査、科学的な根拠に基づく新規入
試方法の開発を行うとともに、戦略的入試広報の計画
立案、各学部・研究科に対して助言や改革案を提案す
る「入試開発オフィス」と「入試開発検討会」を2013
年6月に設置し、新入試の開発や学内外の調査・分析
をもとにした入試広報戦略立案を行った。また、記者
懇談会を複数回開催し、入試における正確な情報発
信と活発な意見交換を行った。さらに、「入学者選抜オ
フィス」を2014年4月1日付で設置することを決定し
た。このことにより、今後、本学が求める資質を持った
学生を国内外から獲得するための方策の検討と実践
がさらに加速することが期待できる。

2）教養・基盤教育の充実
①基盤・専門・教養教育の充実と連携
全学生が身に付けるべき基礎的能力（アカデミック

リテラシー）を涵養する基盤教育や、リベラルアーツ
教育の体系化を図るグローバルエデュケーションセン
ターを設置した。また、本学における言語教育の方向
性を全学的に検討するために連続シンポジウムを3回
開催した。
②社会貢献・ボランティア活動を通じた人材の育成
ボランティア活動後、それを体験だけで終わらせず、

自ら振り返り深化させることで思考を言語化し、他者

1
に伝える力を育成する、グローバルエデュケーション
センター設置科目「体験の言語化」を、2014年度から
すべてのクォーターに設置するとともに、履修者数の
大幅増に対応すべく体制の整備を進めた。また、社会
貢献・ボランティア活動を通じた人材育成に関するメ
ソッドとして平山郁夫記念ボランティアセンター
（WAVOC）が掲げている「正課と課外の往還による
学生の成長」について、9人の学生の成長ヒストリーを
Web上に公開するなど、学生のみならず校友をはじめ
広く社会の理解・関心を得るための取り組みを行った。
気仙沼市震災復興計画に取り組みが明記されてい

る「海の照葉樹林プロジェクト」について、WAVOCの
「海の照葉樹林とコミュニティづくり支援プログラム」
としての取り組みを開始した。このプログラムでは、気
仙沼植生の種子や幼苗の採取、育成、植樹などの支
援活動として、5年間で15,000本の苗木提供を目指
し、早稲田キャンパスと本庄キャンパスにおいて、本
学学生と本庄高等学院生徒が共同で苗の育成を行い、
自然災害に強い森の形成に向けた活動に取り組んだ。
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2013年度WAVOCプロジェクト一覧■ 

カテゴリ プロジェクト名 活動地

環境

思惟の森の会 岩手県

エコミュニティ・タンザニア タンザニア

イグアス地域自然環境保全プロジェクト アルゼンチン

環境保全型森林ボランティア 岡山県

ケニア社会林業プロジェクト ケニア

高尾の森づくりプロジェクト 東京都

農業
学生NPO農楽塾 東京都・

埼玉県他

農と食と緑の学校 福井県

教育

ボルネオプロジェクト マレーシア

学生社会起業団体STUDY FOR STUDY　
早稲田支部 東京都

助走の場・雲 東京都

チャータースクールへの教育支援
～ハワイ編～ アメリカ

ラオス学校建設教育支援プロジェクト　スーン ラオス

交流

まつだい早稲田じょんのびクラブ 新潟県

DOORS-日越交流プロジェクト ベトナム

日本コリア未来プロジェクト 大韓民国・
東京都

日本ルワンダ学生会議 ルワンダ・
東京都

離島交流プロジェクト 沖縄県

Ju-Ju　～カンボジア・村びと共生プロジェクト～ カンボジア

千畝ブリッジングプロジェクト リトアニア

人権

コミュニティ・エイズ・プロジェクト（CAP） 福島県

DVほっとプロジェクト 東京都

難民交流プロジェクト 東京都

わらわらの会 東京都・
大阪府

ハンセン病問題支援学生NGO橋～Qiao～ 中国

地域
づくり

アトム通貨 東京都

Cafaire（カフェアー） 東京都

早稲田災害対策学生チーム（早稲田レスキュー） 東京都

RINC（リンク） 岩手県

3）教育体系の再構築
①新たな研究科、専攻の設置
国際コミュニケーション研究科（修士課程）の設置・
（2013年4月）
国際教養学部を基礎とし、より高度なコミュニケー

ション能力を持つ人材を求める社会の要請に応えるた
め、国際コミュニケーション研究科修士課程を2013
年4月に開設した。また、同研究科博士後期課程設置
に向けた準備を行った。

②学部・研究科におけるクォーター制の促進
短期間で授業科目を集中的に学び学習効果の向上

が期待できるクォーター制を導入した（7学部48科目
クラス、11研究科387科目クラス、2センター30科目
クラス）。このことにより、本学のアカデミックカレン
ダーを海外主要大学と合致させることが可能となり、
海外からの留学生受け入れおよび本学学生の海外留
学を促進した。
③教育支援システムの構築
教育と学修内容の公開を進めるため、戸山キャンパ・
スに新スタジオを開設、教員や学生が自由に利用で
きる「簡易収録ブース」の新設、収録スタジオ機器
の高画質対応を行うとともに、新3号館における講
義自動収録システムの仕様策定、教育内容公開プ
ラットフォーム「Waseda Course Channel」のリ
リースなど、収録・公開に関わるシステムや体制を
整備した。
公開コンテンツの拡充に向け、講義動画収録を文・
学学術院、商学研究科ビジネス専攻、アジア太平洋
研究科について重点的に支援したほか、理事およ
び本部役職教員担当科目の収録・公開を先行して
進め、2014年3月31日時点で429科目の動画コ
ンテンツを学内外に公開した。
また、2013年11月に発足した日本オープンオンラ
イン推進協議会（JMOOC）の公開講座として政治
経済学術院教員の講義を2014年6月より配信する
ことを決定し、コース開設に向けた準備を進めた。
授業支援ポータル「Course N@vi」は、学部・大学・
院設置科目の87%（2014年3月31日時点）で活
用されているが、動画配信も含めたモバイル対応を
進めており、2015年度までには全機能をモバイル
機器から利用できるようにする見込みである。
電子教材やスマートフォン版クリッカー、電子黒板・
とTV会議システムを連携させたアクティブラーニ
ングの実験環境を構築し、本格導入に向けた準備を
進めた。
学修ポートフォリオについて、全学基盤教育科目で・
ある「学術的文章の作成」既修者によるレポートの
蓄積と振り返りや、派遣留学生が留学前・留学中・留
学後の学習成果を蓄積する取り組みとともに進め
ており、これらを含めた学生のあらゆる学びの成果
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を統合的に管理し、学生の操作で一定の範囲に公
開することも可能となる新システムの2015年度稼
働を目指して準備を進めた。

④「Good Practice」の整理および普及・展開
学生の理解度の把握、動機づけ、問題発見・解決能

力の醸成などの取り組みが相互活用される仕組みの
構築を目指し、授業におけるGood Practiceの紹介
ページを教員向けに公開するとともに、優れた取り組
みを実践する教員によるシンポジウムや講演会を計3
回開催した。
⑤科目数削減、密度の高い教育の推進
カリキュラムの体系化を図り、密度の高い教育を実
現するため、科目体系化の指標となるコース・ナンバリ
ングの導入を決定した。コースコード分野について検
討を行い、2015年度からの全学のコースナンバー公
開に向けた付番・システム整備・科目のマッピングの準
備を実施した。
⑥大学院修士課程との連携を踏まえた学部カリキュ
ラム改革
既存の大学院先取り履修制度を発展させ、学部と

大学院修士課程との一貫性を高めるカリキュラムの設
置を検討した。
⑦オナーズプログラムのあり方の検討
国内外の有力大学のオナーズプログラムの調査をも

とに、特定の優秀な学生を対象とした質の高い教育を
行うための戦略的な全学横断型の教育プログラムの
設置を検討し、本学オナーズプログラム案を作成した。
⑧授業におけるTA制度の活用・授業形式見直し
授業方法の多様化を促進し、学部教育を活性化す

るため、ティーチングアシスタント（TA）に関するアン
ケート調査を実施するとともに、TA制度活用に関する
具体的な取り組みを選定し、2014年度に向けて支援
することを決めた。また、大学でより深く学ぶために必
要となるアカデミックリテラシーをより多くの学生に提
供できるよう、TA制度を活用した全学基盤教育の充
実を図り、「数学基礎プラスα、β、γ」では年間履修者
数6,332人、「学術的文章の作成」では年間履修者数
4,437人と、それぞれ過去最高となる履修者を受け入
れた。

4）教育のグローバル化推進
①学部のカリキュラムに密接に連携した国際教育プ
ログラム（SSA）の開発
既存の商学部、社会科学部、理工3学部向けのプロ

グラムの運用に加え、政治経済学部、教育学部、理工
3学部向けの新規プログラムの開発を行った。
②語学と教養科目を組み入れた留学生受入プログラ
ムの開発
従来の別科日本語専修課程を改編して、日本語教
育研究センターが提供する日本語科目に学部・オープ
ン教育センターが提供する教養科目を組み込んだ「日
本語教育プログラム」を開講し、春学期入学者78人、
秋学期入学者280人と、目標学生獲得数（春学期62
人、秋学期188人）を上回る学生を集めた。
③TSA/ISAから交換留学プログラム（EX）へのシフト
交換留学における派遣先大学の新規開拓および既
存の交換留学受入先へ受入人数増加の交渉を進めた。
交渉の結果、5大学との間で新規交換協定を締結、2
大学・1コンソーシアムと派遣枠の拡大に合意し、新た
に23人分の派遣先を確保することができた。
  TSA（Thematic Studies Abroad） ： テーマに基づいた学習
を中心にカリキュラムが組まれる留学プログラム

  ISA（Individualized Studies Abroad） ： 現地大学の通常カ
リキュラムに沿った留学プログラム

④海外協定校の見直し
海外協定大学との過去の繋がり、学内の学部・研究
科における個別の協力関係も考慮し、インバランスが
発生している協定校に対して、受入休止または減員募
集の交渉および、学費・宿泊費が免除される短期留学
プログラムの受入の打診を行い、その結果、38大学と
の間でインバランス解消の合意を得た。2012年度に
合意を得た45大学と合わせて、2年間で合計83大学
との間でインバランス解消の合意を得ることができた。
⑤中期・短期留学プログラムの開発
中期留学プログラムについては、2013年夏季中期
留学プログラムとして、ワシントン大学に20人、2014
年春季中期留学プログラムとして、ペンシルバニア大
学に10人の派遣枠を設けることができた。また、短期
プログラムの新規開発および参加者数の増加交渉を
行い、36大学 642人分の新規派遣枠を確保した。
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⑥日本語を中心とした外国学生導入プログラムの拡大
中国指定校入試合格者12人を対象に実施した「外

国学生導入教育プログラム」に続き、韓国からの指定
校入試合格者のうち1人に対する「外国学生導入教育
プログラム」を実施した。また、予備教育勉強会を発足
し、予備教育課程導入にむけたロードマップを策定した。
⑦中野国際コミュニティプラザ国際学生寮における人
材育成プログラム
田無学生寮で実施されている、創造的課題解決力

やコミュニケーション能力を身に付けるための
「Social Intelligence（SI）プログラム」を、2014年
度から開設する中野国際コミュニティプラザ国際学生
寮向けに開発した。また、2014年4月入居学生約
700人の選抜を行った。
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外国人学生出身国割合■ 
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⑧キャンパス内における異文化相互理解プログラムの強化
学生をグローバル人材として育成する取り組みの

一つとして、国際コミュニティセンター（ICC）において、
留学生と日本人学生が交流し、グローバルな知見を養
う様々な課外活動プログラムを、年間352回実施し、
延べ参加者数は14,126人となった。特に、東アジア
諸国の学生が集い、政治問題等を含めて様々なテー
マについて本音で討論を行う合宿や、国籍・年齢等か
らくる先入観を排除したICC独自の交流キャンプでは、
参加学生は今後異文化と向き合う上で重要となる
様々な気づきを得た。
また、学生が自身の視点と発想、機動力等を生かし
て交流企画を促進していく「学生スタッフリーダー制
度」が学内外から注目を浴び、他大学の学生スタッフ
を対象にした合同研修プログラムにおいて本学の学
生スタッフリーダーが講師役を務めた。グローバル人
材育成のための学内環境整備に貢献する学生のリー
ダー役として、学内に留まらず活躍の場を広げている。
なお、2014年3月時点で18人の学生スタッフリー
ダーが在籍している。

5）学生支援の充実
①奨学金制度の再構築
地方出身の優秀な学生を獲得することを目的に、

2009年に創設された「めざせ！都の西北奨学金」は、
受験生の間に着実に浸透しており、2013年度は申請
期間を2回設けるなどの改正を行った結果、申請者数
は1,200人（前年度比47.5％増）となり、大きく実績
を伸ばした。さらに、学内の奨学金制度全体を見直す
ことにより、2014年度以降の採用候補者数を大幅に
増員するとともに、指定校推薦入試にも適用すること
を決定した。
また、優秀な外国人留学生受け入れのため、「渡日
前入試予約採用給付奨学金」、「外国人留学生渡日前
AO入試連動給付奨学金」の新設を決定するとともに、
成績優秀な海外派遣留学者を対象とする「WSCメン
バーズ基金グローバル人材育成奨学金」の新設を決
定し、いずれも2014年度より運用を開始することとし
た。特に「外国人留学生渡日前AO入試連動給付奨学
金」については、国や地域の経済的な実情にあわせて
奨学金給付対象国を絞ることとした。

②課外活動の活性化
課外活動施設「早稲田小劇場どらま館」の再整備を
行うことを決定し、施設内容と利用形態の検討および
竣工までの記念イベントの企画を行った。また、学生の
課外活動の場の充実に向けて、学生が課外活動に活
用している学内施設の利用状況について調査を行い、
今後の施設のあり方等の検討に着手した。
③留学経験者キャリア支援の強化
TSAプログラムでシンガポールおよび台湾に派遣

する学生を対象としたインターンシッププログラムを
開発するとともに、就業体験を含めた短期プログラム
を開発し、春季にシンガポールへ学生を派遣した。
また、留学経験者のキャリア支援を強化するイベン

トおよびセミナー等（WAVOCグローバルセミナー、
CIEグローバルセミナー、国連採用ミッション、国連ア
ウトリーチフォローアップセッション等）を実施するとと
もに、学生留学アドバイザーの協力を得て、帰国後の
就職支援イベントを実施した。

④外国人留学生の就職活動支援の整備・強化
日本国内において就職を希望する外国人留学生に必
要な情報を掲載した英文のガイドブックを3,500部作
成・配付するとともに、日本語と英語による外国人留学
生向けガイダンス・セミナーを全学規模で13回、英語学
位プログラムを展開する政治経済学部、社会科学部、
理工3学部および情報生産システム研究科向けに4回、
日本語教育研究センターの授業の一環として8回、合計
25回実施した。また、外国人留学生積極採用企業を
196社開拓し、学内企業説明会に招聘するとともに、英
語での情報提供が必要な学生に対する支援を強化した。
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学内奨学金（基金・資金）一覧■ 

●大隈記念奨学基金 ●大照完奨学基金 ●安井孫助・たに記念外国人留学生助成基金

●小野梓記念奨学基金 ●松本馨奨学基金 ●アジア太平洋研究科奨学基金

●小野梓記念外国人留学生奨学基金 ●サンゲツ奨学基金 ●宮下尚大奨学基金

●ロバート・ケネディ奨学基金 ●大野高正奨学基金 ●りそな稲門会奨学基金

●海老崎ツル奨学基金 ●染谷恭次郎奨学基金 ●武本（裵）孝俊奨学基金

●久野義三郎奨学基金 ●浅井邦二奨学基金 ●大社淑子奨学基金

●津田左右吉奨学基金 ●教育学部奨学基金 ●酒井晨史奨学基金

●建築学奨学基金 ●楠本英隆奨学基金 ●木村正輝奨学基金

●村野藤吾奨学基金 ●機械工学奨学基金 ●寺尾巌奨学基金

●稲土奨学基金 ●環境資源工学会奨学基金 ●商学部創設100周年記念交換留学奨学基金

●大川功奨学基金 ●小池陽甫奨学基金 ●商学研究科（専門職学位課程）奨学基金

●商学部奨学基金 ●文学研究科哲学コース奨学基金 ●篠田義明海外留学奨学基金

●青木茂男奨学基金 ●新井清光奨学基金 ●荒井孝晋海外留学奨学基金

●高等学院奨学基金 ●社会科学部卒業生奨学基金 ●岡内貞夫奨学基金

●吉澤兵左奨学基金 ●本庄高等学院奨学基金 ●文学学術院学部奨学基金

●横溝克己奨学基金 ●法学部横川敏雄記念奨学基金 ●井上宇市フェローシップ奨学基金

●菊竹清訓奨学基金 ●森正勝記念外国人留学生助成基金

●村田製作所奨学基金 ●而立奨励基金

●文学学術院学部奨学資金 ●平田彰奨学資金 ●池田正範奨学資金

●人間科学部奨学資金 ●盛田和昭奨学資金 ●中村光男奨学資金

●教職員給付奨学資金 ●キヤノン電子奨学資金 ●田山輝明ゼミ稲門会奨学資金

●アジア太平洋研究科奨学資金 ●マイクロソフト奨学資金 ●新井祥夫奨学資金

●若手研究者研究奨励奨学資金 ●水野敏行奨学資金 ●岡本重晴・晴江奨学資金

●稲門女性ネットワーク奨学資金 ●創立125周年記念林榮東奨学資金 ●商学部寄附講座大学院進学奨学資金

●早大生協給付奨学資金 ●創立125周年記念新宅奨学資金 ●教職研究科奨学資金

●公共経営研究科奨学資金 ● 創立125周年記念田原総一朗
　外国人留学生奨学資金 ●校友会奨学資金

●日本語教育研究科奨学資金 ●小川洌奨学資金 ●早稲田カード奨学資金

●大塚普門･房子研究奨励奨学資金 ●瓦葺利夫奨学資金 ●安部磯雄記念校友会奨学資金

●法学部教育奨学資金 ●商学部緊急給付奨学資金 ●校友会トップアスリート奨学資金

●商学研究科（専門職学位課程）奨学資金 ●高麗大学校日本校友会奨学資金 ●留学生特別奨学資金

●政治経済学術院奨学資金 ●照田喜美枝建築学奨学資金 ● ダブルディグリープログラム留学生
　特別奨学資金

●大塚静江奨学資金 ● ゴールドマン･サックス･スカラーズ･
　ファンド ●アジア特別奨学資金

●藤野堯久奨学資金 ●山下高広奨学資金 ●頂新康師傳控股有限公司奨学資金

●人間科学部eスクール一般給付奨学資金 ●人間科学部eスクール特別給付奨学資金

●稲龍会奨学資金 ●増山瑞比古ラグビー蹴球部奨学資金
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⑤大学スポーツの新たなモデルの提示
学生アスリートが学業と部活動を両立し、豊かな人

間性を備えた人格形成を目指す「早稲田アスリートプ
ログラム（WAP）」を、すべての体育各部部員（44部・
約2,400人）を対象に2014年度より実施するため、
テキスト作成を行う等、体制を整えた。また、高麗大学
校（韓国）との交流試合等、部員・指導者の国際交流活
動を支援した。
競技力向上を目的とした強化策が実を結び、13部・
16チームが大学選手権大会等で優勝し全国制覇を達
成し、個人についても優秀な成績を残した。
⑥学生参画の仕組みの創設
スチューデント・ジョブに関する定義の明確化を図る

とともに、2032年度までの数値目標を策定した。また、
学生の志向、能力および専門性を活かした仕事をス
チューデント・ジョブとして学内外に創出し、学生に対
する経済的支援および就労体験を通じた自立的キャリ
ア形成支援に取り組むことを主たる目的として、ス
チューデントジョブセンター（SJC）を設置する準備を
開始した。その一方、学生スタッフ、学生アドバイザー、
支援ボランティア学生、各種ボランティアなどの多様
な学生の活動実態を把握し、学生が学内で参画できる
機会の拡大を検討した。

2013年度　進路状況 ■ （人）

　 進路
報告者 就職 進学 資格試験

受験
その他の
進路

学部 9,470
（100%）

6,503
（68.7%）

2,027
（21.4%）

274
（2.9%）

666
（7.0%）

大学院
（修士課程）

3,009
（100%）

2,162
（71.9%）

281
（9.3%）

211
（7.0%）

355
（11.8%）

就職率は94.7%　（文部科学省の通知に基づく「就職率」：就職希望者に
占める就職者数とする。）

2013年度　国家公務員総合職合格者数（上位5校） ■ （人）

　 1 2 3 4 5

大学名 東京大学 京都大学 早稲田大学 慶應義塾大学 東北大学

合格者 454（412） 172（117） 105（103） 91（81） 74（55）

 （　）内数字は2012年度

2013年度　司法試験合格者（上位5校） ■ （人）

　 1 2 3 4 5

大学名 慶應義塾大学 東京大学 早稲田大学 中央大学 京都大学

合格者 201（183） 197（194） 184（155） 177（202） 129（152）

 （　）内数字は2012年度

2013年度　全学就職者数ランキング ■ （人）

業種名称 就職先名称 合計

1 普通銀行 ㈱三菱東京UFJ銀行 111
2 普通銀行 ㈱みずほフィナンシャルグループ 100
3 普通銀行 ㈱三井住友銀行 90
4 地方公務員 東京都職員Ⅰ類 86
5 電気機械器具製造業 富士通㈱ 59
6 国家公務員 国家公務員一般職 57
7 地方公務員 特別区（東京23区）職員 53
7 損害保険業 東京海上日動火災保険㈱ 53
9 教育（国公立学校） 東京都教員 48
9 通信業 ㈱エヌ・ティ・ティ・データ（NTTデータ） 48
11 電気機械器具製造業 ㈱日立製作所 47
11 通信業 東日本電信電話（NTT東日本）㈱ 47
13 通信業 ソフトバンクグループ通信3社 46
13 その他の金融業 三井住友信託銀行㈱ 46
15 電気機械器具製造業 三菱電機㈱ 44
15 放送業 日本放送協会（NHK） 44
17 証券業 大和証券㈱ 43
17 損害保険業 三井住友海上火災保険㈱ 43
19 情報サービス業 楽天㈱ 42
20 電気機械器具製造業 日本電気（NEC）㈱ 40
20 総合商社 三菱商事㈱ 40
22 損害保険業 ㈱損害保険ジャパン 38
23 普通銀行 ㈱ゆうちょ銀行 36
24 精密機械器具製造業 キヤノン㈱ 34
24 運輸業 東日本旅客鉄道（JR東日本）㈱ 34
26 生命保険業 日本生命保険（相） 31
27 証券業 SMBC日興証券㈱ 29
27 信託銀行 三菱UFJ信託銀行㈱ 29
29 証券業 野村證券㈱ 28
29 輸送用機械器具製造業 トヨタ自動車㈱ 28
29 専門サービス業 ㈱野村総合研究所 28
29 総合商社 丸紅㈱ 28
29 電気・ガス・水道業 東京瓦斯（東京ガス）㈱ 28
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（2）独創的研究の推進

1）研究体制の戦略的強化
①研究力強化体制の整備
文部科学省「研究大学強化促進事業」において、世

界水準の優れた研究を進め、国際的に通用する研究
体制・環境の改善に取り組む世界的な成果が見込める
22の機関や大学の1つに本学が選定され、毎年3億
円の補助金が10年間交付されることとなった。この事
業の実施母体として、総長を本部長とする研究力強化
本部を新たに設置し様々な取り組みを進めた。
②研究支援体制・制度の点検・強化
国際研究発信力の高い研究業績をあげている若手・
研究者を「早稲田大学リサーチアワード（国際研究
発信力）」として褒賞する制度を制定した。同制度
は2014年度より施行し、受賞者は広く学内外に周
知する予定である。このことを通して、研究者個々
のさらなるモチベーション向上と全学的な研究活動
の活性化に繋げていくこととした。
研究力強化に資するリサーチ・アドミニストレー・
ション機能を強化するため、その機能を担う人材
（University Research Administrator：URA）
を研究戦略センターに新たに2013年度に2人、
2014年度より4人配置し、既配置のURAと合わせ
て11人の体制とすることとした。
文部科学省委託事業「リサーチ・アドミニストレー・
ターを育成・確保するシステムの整備（研修・教育プ
ログラムの作成）」において、これまでの事業実施を
通じてURA育成のために必要となるプログラムを
盛り込んだ講義マテリアルを作成した。さらに座学
では身につかない養成項目についてケース演習を
試行的に開催し、URA育成方法について多角的に
検討を深めた。
シンガポールにおける産学官連携事業として、本学・
の重点領域研究を展開しているバイオ系在外研究
拠点・早稲田バイオサイエンスシンガポール研究所
（WABIOS）を活用した国際展開を前年度までに引
き続き進めた。2012年度に採択された科学技術振
興機構（JST）とシンガポール科学技術研究庁
（A*STAR）の2国間共同ファンディングプログラム
においては、ナンヤン理工大学との共同研究を実施

した。また、人工血液の臨床応用に関する研究では、
WABIOSの研究者がシンガポール国立大学の研究
者のコラボレーターとして、シンガポール教育省
（MOE）のAcademic Research Fundに共同申
請し、採択されるなど現地機関の大型研究費への
共同申請を実施した。日本国内では、国際的な研究
協力体制構築促進を目的とした日本学術振興会の
「先端研究拠点事業」にWABIOSを中心として採
択された。さらに、シンガポールに進出している日系
化学メーカー等、複数の企業と共同研究を見据えた
予備的研究を実施した。
WABIOSでの研究活動のさらなる進展を目指し、重・
点領域研究機構とSingapore Polytechnic（SP）・
Technology Development Officeとの箇所間協
定を締結し、WABIOSとSPとのジョイントラボをSP
内に開設した。また、箇所間協定締結記念ジョイント
シンポジウムをSPで開催した。
中国における産学官連携事業として、中国地方政・
府である上海市教育部からの招聘による「中国国
際工業博覧会」に2011年度・2012年度に引き続
き出展した。2013年度はライフサイエンスに関す
る技術を紹介した。
③若手研究者プロモーションの推進
若手研究者のチーム型研究の促進、マネジメント能

力の高い若手研究者の育成を目的とした若手研究者
を対象とする重点強化プログラムの骨子を策定し、具
体化に着手した。また、若手研究者の国際発信力強化
を目的とした国際共同研究に関するセミナー、英語論
文セミナー等を開催し、延べ約250人の若手研究者、
大学院生の参加があった。
④研究組織・体制の整備
文部科学省「地域資源等を活用した産学連携によ・
る国際科学イノベーション拠点整備事業」に採択さ
れ、この整備事業により120－1号館を解体し、「ス
マート・ライフサポート・イノベーション研究開発セン
ター」新築工事を着工した。安心、安全、快適なネッ
トワーク社会と新産業創成を目指して、高容量高信
頼性低コスト蓄電システムを開発するために必要な
新規電池材料の研究開発環境、材料評価・性能評
価環境の整備を図ることとした。
学術院の附置研究所・センターのあり方について、・
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全学的な場での複数回にわたる検討、調査により明
らかになった各機関の取り組みの特色をふまえ、研
究事業のPDCAサイクルの確立に目的を絞り、事業
評価を行う方向性を見出した。また、全学的な場で
の検討を行ったことで、課題共有が進み、これまで
未着手だった附置研究所の事業の明示化が大きく
前進した。
既存の研究機構について、2014年度を目途に、地・
域研究、ナノ・エネルギー分野等の研究領域の研究
実績をベースにしたさらなる強化を目的とした研究
機構の再編の検討を進めた。また、2013年度で設
置最終年度となる日欧研究機構、先端科学・健康医
療融合研究機構、IT研究機構の3研究機構の最終
評価を実施した。日欧研究機構については、2014
年度以降の新たな研究構想の提案に基づき、審査
を実施し、再設置することを決定した。先端科学・健
康医療融合研究機構、IT研究機構は、設置期間満
了のため終了した。

⑤研究情報発信力の強化
研究者プロファイリングシステム（研究業績等を個・
人別、組織別等に集積したシステム）の構築を進め、
初期バージョンを完成した。2014年度に登録内容
を精査し、本格運用を開始する。
海外メディアへの研究情報発信を7件行い、海外メ・
ディアにおける本学の研究情報発信を増加させた。
企業からの問い合せや共同研究件数の増加を目的・
として、本学の研究シーズ、特許情報のデータベー
スを構築し、それらを統合的に検索できるシステム
として「Seeds N@vi」の学外公開を開始した。
⑥研究支援システムの構築
研究事務・手続きの軽減により研究活動に専念でき

る環境を提供するため、臨時雇用者勤務管理のシス
テム化の検討・開発を進め、サービスリリースを開始し
た。34箇所に導入し、対象契約 2,201件の利用がさ
れている。研究費管理のシステム化は、2014年度の
開発着手に向けて設計を進めた。
また、研究成果情報として研究シーズに引き続き特
許シーズ公開システムを開発するとともに、既存の研
究者データベースシステムの再構築に向けた要件整
理についても進めた。

⑦教員派遣制度の見直し
現状の交換研究員（派遣）制度の抜本的な見直しを
行い、クォーター制の導入にともない、授業を担当して
いる年度であっても夏季・春季休業中はもとより、授業
を担当しない期間での海外研究を可能にし、海外での
共同研究を促進することを目的とした中期（2週間～
3ヵ月以内）の海外出張を支援する制度を立ち上げた。
⑧外国人研究者受入制度の再構築
現行制度の課題を抽出し、外国人研究者の受入資
格と優遇策を分離する新制度案を策定した。
⑨大学総合研究センターの設置
本学の教育、研究、経営の質的向上に資する自律
的・持続的な大学改革を推進するため、大学の理念に
基づき、高等教育に関する研究および授業方法の企
画・開発・普及促進とその実践を支援することをミッ
ションとして、2014年2月に「大学総合研究セン
ター」を設置した。

2）研究の国際的競争力の拡充
①研究の国際発信支援制度の創設
英語での論文投稿を促進するため、若手研究者を
主な対象とした「英語論文の書き方ワークショップ」
を実施するなど、英語論文投稿の支援を次の通り実
施した。
英語論文の書き方セミナーとして、理工系分野に加・
え本年度は、社会科学系に分野を絞ったセミナーや
国際共同研究推進のためのスキルアップに焦点を
あてたセミナーを開催した。
＜2013年4月18日：英語論文書き方セミナー＞
テーマ：「海外ジャーナルへの投稿に必要な知識とコツ」
参加者数：155人

＜2013年12月16日：スキルアップ・セミナー＞
テーマ：「国際共同研究を戦略的に進めるために」
参加者数：26人

＜2014年3月14日：人文社会系英語論文ライティング・セミナー＞
テーマ：「効果的な学術論文のライティング入門・演習」
参加者数：78人　
英語論文投稿支援制度の利用を促すため、学内で・
の広報を強化するとともに、利用教員の意見を吸い
上げ、使い勝手のよいサービスとしての改善を図り、
延べ56人の英語論文投稿支援を行った。
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②国際共同研究の推進
国際共同研究を推進するための施策として、教員や
研究室が培ってきた海外研究者との学術交流の実態
を調査し、海外の有力大学・機関と研究協定校の強み
や本学教員の研究内容などからマッチング戦略を策定
した。また、ドイツ学術交流会（DAAD）と本学との共
同助成事業として「若手研究者交流支援」プログラム
を立ち上げた。
③国際展開戦略の策定
本学の教育・研究の国際的な展開に向けて、大学ラ

ンキング等のデータの活用により本学と世界の大学・
機関の教育研究マップを作成し、戦略的重点校・地域
の絞り込みを行った。

3）新たな教育・研究分野の検討
①健康・医療分野の検討
今後の日本における医療教育のあり方を抜本的に

変革することへの貢献、健康・医療に関わる研究、人

材育成のあるべき姿の実現に向けて、「健康医療人育
成プログラム」を中心とした具体的な人材育成と健
康・医療教育に関する情報収集と意見交換を行った。
②分野連携の検討
重点領域研究として「農学」、「超高齢社会」、「安
心安全社会」の分野の研究プロジェクトの新たな立ち
上げを進めた。「農学」分野は「生産からサービスまで
を見据えた融合型農林水産学の展開」、「超高齢社
会」分野は「超高齢社会におけるパラダイムシフト」、
「安心安全社会」分野は「21世紀型リスクを克服する
安心安全社会の実現」を重点領域として定め、それぞ
れ学内の研究プロジェクト提案を募った結果、「超高
齢社会」分野1件、「農学」分野1件を重点領域研究と
して採択した。「超高齢社会」分野については2013
年6月からプロジェクトが始動し、「農学」分野は
2014年4月から開始することとした。また、「安心安
全社会」分野については次年度以降、研究プロジェク
トの立ち上げを進めることとした。

重点領域研究一覧表■ 

課題公募型
研究領域 研究テーマ

日本学・日本文化研究の国際発信・交流
占領期・1950年代のアメリカの対日情報・文化戦略と日本・日本人
世界と共創する新しい日本文学・日本文化研究

グローバリゼーション下の制度：
法・企業・マーケット

21世紀日本の社会システムの学際的研究
世界の中核研究機関としての比較法研究拠点の全面的再構築を目指して
グローバリゼーション時代における知的財産法制度の再構築
－文理融合型研究機関「早稲田大学知的財産総合研究所設立準備機構」の構築と展開－
解釈レベル理論に基づいた顧客満足規定要因とコミュニケーション戦略に関する国際比較研究

エコ・エネルギー・ソサイエティのための
科学技術

未来の電気エネルギー供給形態のデザインと構築 
－再生可能で環境に優しい電気エネルギーに基づく低炭素社会の実現に向けて－

健康・医療の新潮流形成 脳と心の科学の社会的還元 －総合人間科学に基づく応用脳科学－

地球の中でのアジアの共生
アジアにおける共生型サービスビジネスモデルの探求
文明移動としての「仏教」からみた東アジア世界の歴史的差異と共生の研究
アジアにおけるムスリム・マイノリティと非ムスリム・マジョリティの共生に関する国際比較研究

持続性のための政策・産業・ジャーナリズム 持続可能資源管理の産業エコロジー

多様な循環型生活基盤の形成
ダイヤモンドMOSFETを使用したグリーンインバータ開発による低炭素社会の実現
アジア圏における安全・安心な資源循環システムの構築に関する包括的研究

数理・物理等基礎科学を中心とした
未来開拓科学

非線形偏微分方程式研究
光と物質の相互作用 －基礎物理からデバイス応用まで－
最先端宇宙科学観測による新たな宇宙像の探究－世界レベルの宇宙科学観測・技術融合センターの設立－

大規模災害からの復興と
新社会システムの構築

大震災がもたらす健康被害の予防へ向けた科学的・社会的対応のためのニーズ調査研究
東北地方太平洋沖地震津波の被災分析と復興方略研究
東日本大震災復旧・復興に向けた環境診断および対策技術の提言
複合巨大クライシスの原因・影響・対策・復興に関する研究：原子力災害とリスクガバナンス
文化遺産から学ぶ自然思想と調和した未来型復興住宅・都市計画に関する総合研究
早稲田大学東日本大震災復興支援法務プロジェクト
大規模災害への復元力のある新たなグローバル社会システムの再構築

超高齢社会におけるパラダイムシフト 超高齢社会の到来を見据えたアクティブヴ・エイジングを支える先端理工学とスポーツ科学の融合研究

課題設定型
研究領域 研究テーマ

バイオサイエンス、フィジカルバイオロジー、ナノバイオテクノロジー、
バイオイメージング、ケミカルバイオテクノロジー 早稲田バイオサイエンス国際共同研究拠点の形成
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（3）社会貢献・文化推進の強化

1）校友・社会連携の充実
①社会人教育プログラムの拡充
国内のエグゼクティブ向け受託研修事業では、ビジ

ネス教育関係の研修プログラムの増加およびリピート
により、確実に本学のブランド力が強化されてきた。
国際受託プログラムでは、EUビジネスマン日本研

修プログラム（ETP）28期および29期を実施した。ま
た、外国政府等研修プログラムを継続して実施すると
ともに、新規ニーズに応えた研修プログラムの企画開
発を行った。
エクステンションセンターのオープンカレッジでは、
中野校開校に向けて、年間を通じ、宣伝広告活動、事
前PRとしてのプレイベント、地域との連携等の開校準
備を行った。さらに、2014年春学期に中野校で提供
する110講座の設置を決定し、1,750人を超える申し
込みがあった。
②早稲田スポーツの新たな展開
ソチ冬季オリンピックの代表選手として学生4人、
校友9人が参加した。フィギュアスケート男子で同種目
日本勢初となる金メダル、ノルディック複合・個人ノー
マルヒルで銀メダルの合計2個のメダルを獲得した。
早稲田スポーツのプレゼンス向上のため、競技ス

ポーツセンターWebサイト、Facebook等を活用し、
スポーツ情報を積極的に発信した。また、大学のス
ポーツ施設を地域に開放し、各種体験教室等を体育
各部部員が中心となって運営するスポーツイベント
「2013早稲田スポーツフェスタ in 東伏見」を開催し、
約4,000人の来場者があった。
体育各部の指導者を対象に、課題解決スキーム等

の共有や情報交換を目的とした「コーチサミット」を2
回開催した。

③新たなコミュニティ形成のための基盤施設整備
大学全体の事業計画を見据えた経済的で安全な施
設利用計画を推進した。また、学生・教職員にとって利
用しやすいだけでなく、早稲田を取り囲む様々な人々
の交流の場となり、周辺地域の活性化にもつながる施
設整備として、「早稲田小劇場どらま館」建設（2015
年3月末竣工予定）に着手した。さらに、大学所有地を
活用した大学関連会社による事業として「大隈通り複
合ビル」建設（2015年3月末竣工予定）に着手した。
各キャンパス等における整備状況は以下の通り。
早稲田キャンパス教育環境整備として、D棟建設・
（2014年9月末竣工予定）を進めている。
戸山キャンパス教育環境整備として、新33号館低・
層棟建設（2014年9月末竣工予定）に着手した。さ
らなる整備として、31・32号館改修計画・記念会堂
建替計画の検討を行った。
西早稲田キャンパス教育環境整備として、52号館・
耐震改修工事が竣工した。
研究開発センター整備として、120-1号館の建替え・
となる「スマート・ライフサポート・イノベーション研
究開発センター」新築工事（2014年11月末竣工
予定）に着手した。
高等学院Ⅱ期整備として、普通教室棟が2013年8・
月末、講堂棟が2014年3月末に竣工し、引き続き、
体育館棟建設（2014年5月末竣工予定）を進めて
いる。また、既存体育館・プール跡地、および北グラ
ウンド整備計画の検討を行った。
本庄高等学院Ⅱ期整備として、90-7号館改修・
（2015年3月末竣工予定）に着手した。
中野国際コミュニティプラザが2014年3月初旬に・
竣工した。
④学生・校友支援システムの構築
学生寮運営システムを構築するとともに、Quon
Netを学生指導に役立つサークル部員名簿管理に利
用できるよう、2014年度の改修に向けて要件整理な
どを行った。QuonNetでは稲門会等の会員活動に必
要な名簿管理機能を提供しているが、2014年3月時
点で150団体が活用している。登録会員数も20,000
人を超え、年次・地域・学科・研究室単位での稲門会活
動や稲門祭での出席者確認など、校友同士の交流に
寄与することができた。
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⑤稲門経済人のネットワーク構築
「稲門経済人の集い」（東京・大阪）、「東海早稲田
経済人会」（名古屋）に加えて、2013年度から新たに
「稲門経営者の皆様との懇談会」を開催し、稲門経済
人の交流・ネットワークを多角的に強化するとともに、
大学からも積極的な情報発信を行い、稲門経済人と
大学とのネットワーク構築を拡大した。

2）文化資源・情報の発信
①世界に向けての文化発信
早稲田大学所蔵品PRビデオ「承け継ぎて輝く」（日
英中韓仏独西アラビアの8カ国語対応）の撮影・編集・
翻訳などの制作を行った。また、「キャンパスがミュー
ジアム～早稲田らしい品格あるキャンパスの確認と新
たな創造～」では、キャンパス内各所への絵画の展示、
およびキャンパスにある各種モニュメント・工芸品等の
紹介小冊子の刊行とWeb公開の準備を整えた。
②地域との連携による文化発信と施設の有効活用
従来から本学と関係の深い本庄市、美濃加茂市、鴨

川市、軽井沢町、新宿区、中野区、熱海市、佐賀市など
と連携した文化発信を強化した。また、近隣自治体（東
京都特別区ほか）と施設の有効活用について懇談を
行うとともに、学内廃校施設等の利活用についても検
討を進めた。
③バーチャルミュージアム－文化資源データベース公
開の強化・拡充
2013年9月から「収蔵品管理システム」の導入に
向けて準備を開始し、文化3機関（坪内博士記念演劇
博物館、會津八一記念博物館および大学史資料セン
ター）データベースの調査等、システムの詳細設計を
行った。また、「来館者向け展示資料解説システム」で
は、「多感覚インタラクションシステム」および「芸術
のための科学技術」に関する基礎調査を実施した。

（4）進化する大学の仕組みの創設

1）組織基盤の強化
①本学における教員と職員の役割の明確化と教員の
評価基準の明確化の検討
2013年度は、柔軟かつ国際通用性に富んだ教員

人事諸制度として教員種別の整理、年俸制、ジョイン

トアポイントメント制度の導入について検討を重ね、早
期の制度施行に向けた学内議論を提起していく準備
期間となった。
②職員人事諸制度の改革
2012年度中に明確にした職員人事諸制度改革の

方向性に基づき、（a）職員各人が自律的かつ意欲的
に、段階的なキャリア形成を実現できる制度の構築、
（b）役割や成果に対する適正な評価と処遇の実施、
（c）高い総合性・専門性・能力・技能等を兼ね備えたプ
ロフェッショナルな職員の育成、（d）社会的に説明の
できる制度への是正を目指した改革案を策定した。
③多様な職員採用、人材育成
職員に求められる能力・専門性等要件を明確にした
上で、「人材育成行動指針」「Staff Development 
プログラム開発方針」を策定し、高度化する専門業務
を担う資質を有する今後の職員採用・研修プランを作
成するとともに、段階的な実施を開始した。
適材適所の人員配置と業務の効率化を目的に研修
受講履歴や職員業務スキル基準などの職員情報を統
合した「職員ポートフォリオシステム」の基本設計を完
了し、同システムの構築に着手した。
④職員業務構造改革
限られた人的資源の有効活用と業務の効率化を図

るため、職員業務スキル基準表を活用し、専任・嘱託・
派遣・委託の担う業務の切り分けと役割を明確にし、
それに基づき業務を遂行できる体制を構築するため
の要員配置の見直しや、業務委託の有効活用の実施
を段階的に開始した。
学術院事務所における共通業務の集中化について

は、諸課題を解決しながら段階的に実行するとともに、
機能強化に向けた実行案を策定した。
⑤大学ガバナンスの検討
本学のガバナンス機能をより一層強化するため、
Waseda Vision 150のプロジェクトの一つとして総
長を中心とする「大学ガバナンス検討委員会」を設置
した。①意思決定の効率化と迅速性に向けた見直し、
②効果的な業務執行体制のあり方（各組織における権
限・責任体制の明確化）、③意思決定や業務執行の監
視・チェック体制の強化（ガバナンスの透明性・健全性
の担保）の3つの観点と文部科学省（中央教育審議会・
大学分科会）の審議動向を見据えながら議論を進めた。
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⑥事業評価制度の構築
学内で行われる事業や施策の内容を客観的に点

検・評価し、その結果を次の事業や施策の立案に生か
すといったPDCAサイクルの構築を進めた。2013年
度はWaseda Vision 150に係る事業について、上
期の実行状況を評価し、2014年度の実行計画・予算
査定に直接的に反映させることとした。また、新規事
業に対する評価制度の導入を決定し、2014年度から
試行的に運用を開始することとした。
⑦海外拠点の役割の明確化とその活用
海外拠点の担う重点業務について、学内関連箇所

による連携会議を立ち上げ、海外拠点を大学全体とし
てより有効に活用するための体制を構築した。また、海
外全拠点において独自のウェブサイトを開設し、その
業務内容等に対する学内外の認知度の向上を図った。
⑧戦略的広報の推進
国内外における認知とアカデミック・レピュテーショ

ン等の一層の向上を図るため、Webリニューアルおよ
び広報連携協議会の設置、外国籍スタッフの採用など、
学内情報の収集と国内外への発信を可能とする体制
整備に着手した。
⑨男女共同参画・ダイバーシティの推進
「男女共同参画基本計画」に沿った年次計画に基づ
き、学生・教職員を対象とした講演会・セミナー等の開
催、刊行物・ホームページ等による情報発信を定期的
に行い、全学の意識向上を図った。また、学生・教職員
がワークライフバランスを保てるように、箇所へのヒア
リング調査や女性職員懇談会を実施したほか、組織・
システム・制度の整備を検討するため、第2回の専任
教職員全員を対象とした「早稲田大学の男女共同参
画に関する意識・実態調査」を実施し、報告書を作成し
た。さらに、戸山キャンパスに授乳室を設置して運用を
開始するとともに、女子トイレの環境調査を行い、改修
に着手した。
⑩健康キャンパスの推進と障がい学生支援の充実
「健康」を学習テーマに、オープン教育センター設
置科目として「健康創成論」、「メンタルヘルスマネジ
メント概論」を引き続き開講し、学生の健康に対する意
識の向上を図った。また、学生が自己の健康に責任を
持ち、運動・食・医療・心のケアの総合的なアプローチを
図り、在学中のみならず卒業後も健康に生活を維持し

うる仕組みの構築をする目的で、5月に健康フェスタを
実施した。
聴覚障がい学生への支援として、オンデマンド授業

の一部に字幕を挿入するシステムを新たに導入すると
ともに、授業支援を遠隔で行う「T-TAC Caption」を
7科目の授業で実施した。日本聴覚障害学生高等教
育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）連携大学に加
入し、支援方法の充実を図るための体制を整えるとと
もに、障がい学生支援室に登録している学生有志と共
同で作成しているバリアフリーマップをWebサイト上
で公開した。
⑪大学運営支援システムの構築
2015年度に予定されている学校法人会計制度の

変更に伴う財務システム改修については設計を完了
した。また、経営戦略の策定に資する分析などに活用
できるよう、各種システムの管理データを統合データ
ベース化することについて要件整理を実施し、2014
年度の開発に向けて準備を進めた。
⑫サイバーセキュアキャンパスの整備
無線APについて目標を上回る107台整備し、プロ

キシサーバの更新や学会等一時利用サービスにより、
PC・モバイルデバイスから安全かつ簡便にネットワー
ク接続できる環境を提供した。また、統合認証システ
ムの構築および統計ソフトを個人所有PCから利用す
る環境については開発、検証を行い、2014年度中に
本格稼働させるための道筋ができた。
新規建物対応として、中野国際コミュニティプラザ、
高等学院Ⅱ期工事（講堂棟）の情報設備を整備した。

2）財政基盤の強化
①予算編成のあり方
中長期の財政見通しをふまえ、既存予算の見直しや
新規事業投資の優先順位付け等を行い、2014年度
予算においてWaseda Vision 150実現のために必
要な予算措置を行うとともに、一定の帰属収支差額を
確保した。引き続き、財政基盤の強化に向けて予算の
効率的な活用や収入増加策の具体化を検討していく。
②事業別予算制度の構築
事業別予算制度のベースとなる「勘定科目」を整理

し、予算を事業別に分類するシステムを構築した。ま
た、特定の事業について、個別の収支管理計画表を作
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成するなど、事業別予算制度に向けた整備を行った。
③財政戦略懇談会の開催
2012年度から延べ6回の懇談会を行い、2014年

3月に答申書を取りまとめた。今後は、本懇談会を発展
的に解消し、恒常的に外部有識者の意見を取り入れる
仕組みの構築を検討していく。
④財政規律指標の確立とその遵守
他大学の事例や財務分析を通じて、本学財政の特

徴を把握し、事業計画や中長期の財政見通しをふまえ、
目標とする帰属収支差額の検討を行った。2014年度
の予算編成方針としては「帰属収支差額50億円、帰
属収支差額比率5.5％以上」を目標とした。
⑤あるべき学費体系の検討
大学を取り巻く環境、社会情勢に鑑み、社会的に説

明責任が果たせる学費体系の構築を目指し検討を
行った。2014年度入学者の学費改定では、全学基盤
教育・全学共通教育の推進のため、基礎教育充実費を
廃止し、新たに全学グローバル教育費を導入するとと
もに、学部・研究科の教育環境の充実を推進するため、
各学部・研究科の状況に応じたきめ細やかな授業料の
金額設定を可能とした。
⑥賃金構造の見直し
大きな支出経費である人件費について、社会的に
説明のできる賃金体系の確立に向けて、教職両組合
との交渉を進めた。
⑦常時資金獲得体制の構築
金銭・物品寄付の目標額25億円を大きく上回る・
43.2億円を達成した。
高等学院・本庄高等学院の両事業募金ならびに政・
経130周年記念グローバルリーダー養成ファンドの
募集推進支援、体育各部、各学部・学科、各部門・機
関等の各種指定寄付の募集活動促進の支援を強化
した。また、WASEDAサポーターズ倶楽部および
教育振興資金については、目標額の達成に向け、中
長期的視点に立った募金戦略のもと、戦略と体制の
整備を推進した。さらに、2014年3月に竣工した中
野国際コミュニティプラザにおける「グローバルリー
ダー育成」事業に対する寄付募集を積極的に展開
した。また、幅広い層からの支援を期待できる「古本
募金」を開始した。
WASEDAサポーターズ倶楽部の寄付金の一部を・

もとに「WSCメンバーズ基金」を創設し、基金果実
の各種学生支援および教育･研究活動への活用を
開始した（基金総額18億円：2013年度末現在）。
基金の適切な運営を行うため、学内外のメンバーで
構成された「WSCメンバーズ基金運営委員会」を
設置し、基金果実による支援事業（2013年度：2事
業・2014年度：6事業）を決定した。
前年度に大幅リニューアルした募金Webサイトを通・
じた広報活動を推進した。また、ネット決済可能な寄
付種別をさらに拡充し、各種指定寄付金についても
Webサイトからの寄付を可能とした。
寄付者の検証やアフターフォローの充実・強化に向・
けた施策としては、WASEDAサポーターズ倶楽部
特別会員を招待し、「早稲田大学をご支援いただい
ている皆様との集い　WASEDA サポーターズ倶
楽部エグゼクティブ・フォーラム」を実施して好評を
得た。また、中野国際コミュニティプラザにおける
「グローバルリーダー育成」事業に対する寄付募集
では、高額寄付者や校友会および校友会登録団体
を寄付者銘板に加えて、寮室・ラウンジ等の施設へ
の名称付与による顕彰も行った。

2013年度　寄付受理＜寄付種別＞■ 

種　別 件　数 金額（円）

1 指定寄付金 2,759 24.8% 925,750,040 26.4%

2 各 種 基 金 541 4.9% 25,138,473 0.7%

3 各 種 資 金 3,152 28.4% 763,207,012 21.8%

4 寄 付 講 座 182 1.6% 165,064,670 4.7%

5 教育振興資金 492 4.4% 81,947,808 2.3%

6 WASEDAサポーターズ倶楽部 2,717 24.5% 1,425,009,221 40.7%

7 高等学院教育環境整備募金 550 5.0% 63,210,555 1.8%

8 本庄30周年教育環境整備募金 147 1.3% 12,705,000 0.4%

9 政経130周年記念グローバル･
リーダー養成ファンド 569 5.1% 41,930,590 1.2%

金銭寄付 合計 11,109 100.0% 3,503,963,369 100.0%

物品寄付 合計 173 － 809,486,929 －

総　　　計 11,282 － 4,313,450,298 －
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2013年度　寄付受理＜寄付者区分別＞■ 

区　分 件　数 金額（円）

1 法　人 452 4.1% 1,168,838,468 33.4%

2 団　体 406 3.7% 1,515,437,242 43.2%

3

個　

人

校　友 4,786 43.1% 332,700,736 9.5%

4 父　母 1,042 9.4% 95,949,720 2.7%

5 一　般 431 3.9% 158,496,569 4.5%

6 教職員 3,992 35.9% 232,540,634 6.6%

金銭寄付　合計 11,109 100.0% 3,503,963,369 100.0%

東日本大震災復興支援
奨学金制度を中心とする被災学生の就学支援、ボ

ランティア活動等を中心とする被災地域への支援、研
究を通じた復興支援の3つの復興支援活動を中心に
行い、各々の成果を総体として発信した。東日本大震
災発生後における各種の対応を次世代に引き継ぐた
め、学内における行動記録や資料を収集し集中管理を
実施した。

（1）被災学生支援

被災した学生および新入生が安心して教育が受けら
れるように本年度も学費減免措置（50人、約3,650万
円）および東日本大震災被災学生奨学金（56人、
2,560万円）等により多くの学生の経済的支援を行った。

（2）被災地支援

平山郁夫記念ボランティアセンター（WAVOC）で
は、学生・教職員を中心に被災地へ121回、延べ940
人を派遣し、イベントの運営支援、仮設住宅の居住者
への支援、スポーツ交流、学習支援、農業支援など多
様な復興支援活動に取り組んだ。
関東周辺においては、震災ドキュメンタリー映画上

映、シンポジウム、チャリティコンサート等を開催し、持

2

続的な支援活動を実施した。また、東京でも復興支援
のためにできる活動を見出し、震災の風化を少しでも
防ごうと学生団体「東京ブランチ」が発足し、活動を
行った。

（3）研究を通じた復興支援

東日本大震災の復興に資すると同時に、他地域で
の同様な災害による被害の最小化等にも貢献できう
る研究プロジェクト「医療・健康系」「インフラ・防災系」
「都市計画・社会システム系」の3プロジェクト7課題
を中心に、研究の助成を継続した。3年間の助成期間
終了に伴い、3プロジェクト中2つの中間評価と1つの
最終評価を実施した。また、復興研究の成果発信とし
て、「研究院フォーラム2013 in 盛岡」を岩手県盛岡
市の「観光文化交流センターおでって」で開催した。
テーマは「海・内陸・山の連携を求めて―震災復興に
おける持続性と広域協力の構築」で、東日本大震災
復興研究拠点・自然文化安全都市研究所の実績紹介
のほか、被災地の関係者がパネリストとして参加し、
震災復興をめぐる諸問題について活発な議論が交わ
された。
『早稲田大学ブックレット「震災後」に考える』を、
2012年12月に、当時既刊の26巻全点を被災5県
（青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県）の全高等
学校に寄贈したが、その後の続巻分7点を同様に寄贈
した。
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2013年度　東日本大震災被災学生支援奨学金　奨学生採用状況■ 

2011年度 2012年度 2013年度 （2014年度） （2015年度） （2016年度） 延べ

年額
（万円）

人数
（人）

総額
（万円）

人数
（人）

総額
（万円）

人数
（人）

総額
（万円）

人数
（人）

総額
（万円）

人数
（人）

総額
（万円）

人数
（人）

総額
（万円）

人数
（人）

総額
（万円）

高等学院

１年生 40 0 0 1 40 1 40 2 80

２年生 40 0 0 0 0 1 40 1 40 2 80

３年生 40 0 0 0 0 0 0 1 40 1 40 2 80

学部

１年生

40 9 360 17 680 7 280 33 1,320

60 4 240 1 60 0 0 5 300

80 0 0 1 80 0 0 1 80

２年生

40 12 480 9 360 16 640 7 280 44 1,760

60 2 120 3 180 0 0 0 0 5 300

80 1 80 0 0 1 80 0 0 2 160

３年生

40 8 320 11 440 5 200 16 640 7 280 47 1,880

60 6 360 2 120 3 180 0 0 0 0 11 660

80 1 80 1 80 0 0 1 80 0 0 3 240

４年生

40 13 520 6 240 7 280 5 200 16 640 7 280 54 2,160

60 1 60 7 420 2 120 3 180 0 0 0 0 13 780

80 0 0 0 0 1 80 0 0 1 80 0 0 2 160

M進学 60 1 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 60

M進学 80 1 80 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 80

修士

１年生

40 0 0 4 160 1 40 5 200

60 0 0 1 60 4 240 5 300

80 0 0 1 80 0 0 1 80

２年生

40 1 40 0 0 1 40 1 40 3 120

60 1 60 0 0 1 60 4 240 6 360

80 1 80 0 0 1 80 0 0 2 160

専門職

１年生
40 0 0 1 40 2 80 3 120

60 0 0 1 60 0 0 1 60

２年生
40 0 0 0 0 2 80 2 80 4 160

60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３年生
40 0 0 0 0 0 0 2 80 2 80 4 160

60 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

採用者 62 2,940 67 3,100 56 2,560 43 1,900 27 1,120 7 280 262 11,900

※2014年3月31日 現在
（注）2014年度～2016年度については、そのまま継続したと仮定した場合の金額となっている。
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学部卒業生は学力面、生活面で学校全体をリードして
いく可能性がある人材が育っており、2年後に3学年
揃った折にはさらなる活躍が期待される。

3）高校新教育課程の適切な実施
2013年度から新教育課程が順次スタートした。必

修単位数の増加、その他の再編があったが順調にス
タートすることができた。

4）教育環境整備・充実事業第2期工事の順調な
進捗
8月に高3普通教室棟が竣工し、中高全学年が高質

な教育環境を整えた。3月に講堂棟が竣工し、あとは
2014年度、体育館棟の完成を待つのみとなり、建築
が順調に推移している。

5）教育環境整備・充実事業募金の最終年度
卒業生をはじめ各界から4億円を超える寄付をいた

だき、教育環境の整備に資することができた。

（2）早稲田大学本庄高等学院

1）各学部と推薦基準の検討を開始
「断片的な知識の集約でない、総合的な理解力、個
性的な判断力を涵養する」という本学院の教育方針と
各学部が期待する推薦基準との併存について、各学
部の理解と協力を得ながら調整を開始した。また、大
学入学前の導入教育を実施し、進学先別の事前課題
を説明するセミナーも開催した。

2）教育課程の見直し
文理融合の教育理念を堅持しつつ、各学部から求め

東日本大震災復興研究拠点プロジェクト一覧■ 

研究領域 研究テーマ

医療・健康系復興研究
プロジェクト

大震災がもたらす健康被害の予防へ
向けた科学的・社会的対応のための
ニーズ調査研究

インフラ・防災系
復興研究プロジェクト

東北地方太平洋沖地震津波の被災分
析と復興方略研究

東日本大震災復旧・復興に向けた環境
診断および対策技術の提言

複合巨大クライシスの原因･影響･対
策･復興に関する研究

都市計画・社会システム系
復興研究プロジェクト

文化遺産から学ぶ自然思想と調和し
た未来型復興住宅・都市計画に関する
総合研究

早稲田大学東日本大震災復興支援法
務プロジェクト

大規模災害への復元力のある新たな
グローバル社会システムの再構築

附属校・芸術学校

（1）早稲田大学高等学院

1）将来構想の具体化
大学本部、学術院の将来構想をふまえて大学と連

携を強化しつつ、高等学院でも独自に将来構想を検討
した。グローバルリーダーとして世界に貢献する高い
志を持つ、社会を支える学生を育てる仕組みをさらに
強化するため、2014年度に文部科学省がスタートさ
せるスーパーグローバルハイスクール（SGH）指定へ
向けての取り組みも開始した。授業内だけでなく、たと
えば部活動、プロジェクト活動、国際交流、スーパーサ
イエンスハイスクール（SSH）活動など、これまで高等
学院が培ってきた自学自習、自主自立を育てる環境を
充実させた。

2）中学部生の高校進学
2013年度に中学部から初めて高校に進学した。中

3
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られる基礎学力を保証するため、カリキュラム改革の
検討に着手した。

3）生徒参加型プロジェクトの実施
①稲作プロジェクト
美里町の協力により2012年度に始まった農業体験

プロジェクトの改善を進めた。地域交流を深めながら、
環境と食に対する意識の涵養を目的として実施した。
②どんぐりプロジェクト
平山郁夫記念ボランティアセンター（WAVOC）との

共同による、東日本大震災復興支援プロジェクトで、生
徒が気仙沼で採集したどんぐりから苗木を育て、被災
地に植樹するプロジェクトを開始した。生態系復興や
森林再生を通じ、生物多様性保全への理解が深まった。

（3）早稲田大学芸術学校

1）募集活動
「学校説明会」を7回、「建築模型製作ワークショッ
プ」（建築作品のレクチャーと簡単な模型製作）を2回
実施した。また、専用スマートフォンサイトを開設した。

2）教育活動
「建築セミナー」を2回実施した。2013年度は「レー
モンドの建築」をテーマとし、第1回を群馬（6月29日、
63人参加）、第2回を軽井沢（7月27日～28日、60人
参加）にて開催。また、設計課題の中間発表の場として
「芸術展」を11月2日～3日に開催するとともに、学生
達からの建築と都市への提案展示として、「卒業設計
展 WAA DIPLOMA2013」を新宿パークタワー 
OZONEリビングデザインギャラリーで2月21日～27
日に開催（約560人参加）した。

3）その他
大学院創造理工学研究科修士課程に特別選考制
度推薦者として建築都市設計科卒業生1人を推薦した。
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Waseda Vision 150
概　要

早稲田大学はこの10数年間、「21世紀の教育研究グランドデザイン」「Waseda Next 125」を策定し、様々な改
革を遂行してきた。
「Waseda Vision 150」では20年後に実現する目標を明確に打ち出し、学内外に公表した。その実現に向けて、
2013年度から本格的に開始した各プロジェクトを当面5年間の実行計画に沿って遂行する。毎年、目標に照らし合わ
せて実行内容を評価し、その結果を翌年度の計画に反映することで、常に改善する。また、成果の上がらないものは
中止するなど、環境の変化や財政状況に鑑み、常に最適化されたプロジェクトを実行する。

推進体制
総長を本部長とするWaseda Vision 150推進本部の下に、Waseda Vision 150推進会議を設置した。

Waseda Vision 150推進会議は、各核心戦略で進められる各プロジェクトの進捗を管理し、実現に向けた推進体制
を整備する。

教 旨

V I S I O N

１．学問の独立 ─ 世界へ貢献する礎 ─
２．学問の活用 ─ 世界へ貢献する道 ─
３．模範国民の造就 ─ 世界へ貢献する人 ─

〈教育・研究ビジョン〉
１．世界に貢献する高い志を持った学生
【基軸１】　人間力・洞察力を備えたグローバルリーダーの育成

２．世界の平和と人類の幸福の実現に貢献する研究
【基軸２】　未来をイノベートする独創的研究の推進

３．グローバルリーダーとして社会を支える卒業生
【基軸３】　校友・地域との生涯にわたる連携の強化

〈大学経営ビジョン〉
４．アジアの大学のモデルとなる進化する大学
【基軸４】　進化する大学の仕組みの創設

入試戦略
●入試制度の抜本的改革

展開戦略
●独創的研究の推進と国際発信力の強化
●世界のWASEDAとしての国際展開
●新たな教育・研究分野への挑戦

経営戦略
●教職員の役割と評価の明確化
●財務体質の強化
●進化する大学の仕組みの創設
●早稲田を核とする新たなコミュニティの形成

教学戦略
●グローバルリーダー育成のための教育体系の再構築
●教育と学修内容の公開
●対話型、問題発見・解決型教育への移行
●大学の教育・研究への積極的な学生参画の推進
● 早稲田らしさと誇りの醸成をめざして
-早稲田文化の推進

入

核心戦略

Projec t P o l i c y

核心戦略を実現する76のプロジェクト 早稲田を支える11の基本方針

2032年までのロードマップと現在地
2013 2017 2018 2022 2023 2027 2028 2032

stage1 stage2 stage3 stage4

2017
stage1
達成目標

2032
stage4
vision150
最終目標

※2017年の数値は、WasedaVision150を4つのStageに分け、そのStage1の達成目標を示す。
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Waseda Vision 150の主な数値目標および2013年度の実績は以下のとおり。

学生数■  

2012年実績 2013年実績 2017年目標 2032年目標

学部生 43,974人 42,929人 40,000人 35,000人

大学院生 9,357人 9,261人 9,761人 15,000人

受入留学生■  

2012年実績 2013年実績 2017年目標 2032年目標

受入留学生数 4,362人 4,697人 7,000人 10,000人

派遣留学生■  

2012年実績 2013年実績 2017年目標 2032年目標

派遣留学生 2,399人 3,076人 5,000人 全学部生

授業の公開率■  

2012年実績 2013年実績 2017年目標 2032年目標

授業の公開率 0.3% 1.7% 100% 100%

外国語による授業割合■  

外国語による授業割合 2012年実績 2013年実績 2017年目標 2032年目標

学部 6% 8% 20% 50%

大学院 9% 10% 30% 50%

受入研究費■  

2012年実績 2013年実績 2017年目標 2032年目標

受入れ研究費 96億円 96億円（見込） 107億円 200億円

社会人教育■  

2012年実績 2013年実績 2017年目標 2032年目標

社会人教育 34,944人 31,771人 42,000人 50,000人

寄付金■  

2012年実績 2013年実績 2017年目標 2032年目標

寄付金 32億円 43億円 41億円 100億円

女性人数・割合■  

2012年実績 2013年実績 2017年目標 2032年目標

女子学生（学部・大学院） 18,800人（35%） 18,353人（35%） 19,900人（40%） 25,000人（50%）

女性教員 226人（13%） 246人（15%） 300人（18%） 600人（30％）

女性職員 344人（32%） 382人（34.7%） 37% 50%

以上
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教育研究活動の一層の充実に向けて

■ 各種ご寄付に関すること：総長室　募金課
  TEL 03-3202-8844  FAX 03-5286-9801  E-mail : kifu-ml@list.waseda.jp

【お問い合わせ先】

上記の各種募金をはじめ、早稲田大学のご寄付については、下記のサイトをご覧いただきますようお願い申し上げます。
http://kifu.waseda.jp

～「WASEDAサポーターズ倶楽部」、「早稲田文化振興募金」、「政経130周年記念グローバル・リーダー
養成ファンド」および「本庄高等学院30周年記念　教育環境整備・充実事業募金」へのご協力のお願い～

政経130周年記念グローバルリーダー養成ファンド
政治経済学部は、早稲田大学と共に、2012年に創設130周年を迎えました。政治経済学部・政治経済学術院は、今後もグローバ
ル社会の未来を切り拓く自律的な次世代を育成すべく、全力を挙げて人材育成に取り組みますが、そのためのすべての教育活動や学
生支援を学生の学費にのみ依存して進めることには限界を伴います。
そのため、政治経済学部創設130周年を記念して行う募金は、政治経済学術院が取り組むグローバル・リーダー養成のためのファ

ンドとして活用させていただきます。当ファンドの使途は、グローバル・リーダー養成のために、英語で実施する科目の充実、留学
のための奨学金、海外の大学との学生交流、国際的著名学者の招聘といった人材育成事業を計画しています。
政治経済学術院の教育研究活動にご理解をいただき、ご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

［募集期間］：  2010年4月1日～2015年3月31日
［目 標 額］：  5億円

本庄高等学院30周年記念　教育環境整備･充実事業募金
本庄高等学院は、早稲田大学の一貫した教育体系の中に位置づけられ、自由と自立の校風のなか、「自ら学び、自ら問う」という教

育方針のもとで、「進取の精神」に満ちた活力ある生徒を育てることを教育の基本においています。
2012年には、創立30周年を迎えます。卒論指導や課外講義、海外協定校との交流や大学の学部との連携による教育プログラムの

導入といった独自のカリキュラムを開発するとともに、多様な選択科目を設置することで生徒のニーズに応え、情報教育や語学教育
にも力を注いできました。学院生は、卒業後に国際社会のリーダーとして活躍することが期待されます。
このような教育を一層推進していくためには、共学化、定員増に対応する新校舎建設、共通研修施設を兼ねた合宿所の建設、委託

ホームにかわる男女生徒寮の建設などが不可欠であり、その財源の確保が重要な要素となってまいります。皆様のお力添えを心より
賜りたく、ご支援のほど、よろしくお願いいたします。

WASEDAサポーターズ倶楽部
2009年4月に「早稲田大学文化振興後援会」からリニューアル・スタートした「WASEDAサポーターズ倶楽部」は教育環境整備、グローバ

ル・リーダー育成支援、スポーツ支援、文化振興、奨学金等各種学生支援をはじめとした、本学の教育・研究活動に伴う各種事業を財政的に支
援することを目的とした寄付クラブです。
毎年度一定額を拠出していただきました寄付者の皆様について、年度会員として各種サービスを提供しております。また、寄付金が規定の
額以上に達しますと、本学名誉称号を贈呈させていただきます。
「WASEDAサポーターズ倶楽部」の趣旨をご理解の上、是非ともご支援の程、よろしくお願い申し上げます。

【会員基準】
（年度会員）年度内（4月1日～翌年3月31日）に以下のご寄付をいただいた皆様
　　　　　個人様 ： 3万円以上　団体様・法人様 ： 5万円以上
（特別会員）本学名誉称号贈呈者
【会員サービス】
①「早稲田講義録」の送付（年1回） ②ホームカミングデー・稲門祭へのご招待 ③オリジナルグッズの送付（年1回）
④本学中央図書館の利用（閲覧のみ） ⑤大隈記念タワー16階「校友サロン」の利用（会員証提示） 
⑥「UniShop125」の優待利用（会員証提示） ⑦「リーガロイヤルホテル東京」の優待利用（会員証提示） 
⑧早稲田大学エクステンションセンターオープンカレッジ入会金割引（会員証提示） ⑨早稲田スポーツ交響楽団演奏会へのご招待（抽選）

早稲田文化振興募金

　2014年6月より「WASEDAサポーターズ倶楽部」を通じて、「早稲田文化振興募金」の募集を開始しました。
「地域社会に開かれたキャンパスのミュージアム化」「バーチャルミュージアムの実現と世界に向けての文化発信」という２つの新規事業と早稲田文
化の発信・継承という基礎的事業の推進に活用させていただきます。
　詳細につきましては、文化推進部ホームページをご参照願います(http://www.wasedabunka.jp)。
［募集期間］：  2014年6月1日～

［募集期間］：  2012年12月1日～2016年3月31日
［目標額］：  5億円
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一般入試志願者数推移■ ( 年度 )

2010

2011

2012

2013

2014

106,768

105,424

115,515

113,653

108,527
10万5,424人

2014年度実績

( 年度 )

2009

2010

2011

2012 4,272（997）2,152（331）

2013 3,318（880）2,137（345)

4,396（942）2,162（312）

4,384（967）2,169（319）

4,356（1,063）

6,540

5,455

6,221

6,558

6,5532,184（334）

 専任・専任扱い　  非常勤教員数推移■ 

専任・専任扱い 2,137人
　　　　非常勤 3,318人
 （2013年5月1日）

5,455人

（　）内は女性の内数

TLO活動実績推移 ■ （単位：千円/年度）

2008 2009 2010 2011 2012 2013 1998
～2013

発明届数 142 117 147 120 121 126 1,908

特許出願数(国内) 102 82 116 95 104 89 1,417

権利化数(国内) 40 39 65 63 75 61 410

特許出願数(外国) 71 37 67 50 56 13 695

権利化数(外国) 16 24 22 22 36 21 175

TLO活動実績
（共同出願、
ライセンス契約等）

70 75 64 83 63 71 680

実施料収入 16,809 7,634 9,396 5,484 13,759 17,892 210,339

校友総数■ 

男性
48万2,888名

女性
10万3,963名

58万6,851名
2014年3月1日現在

（注）卒業生および教職員校友および推薦校友（物故者除く）

( 年度 )

2009

2010

2011

2012

398（238）812（190）

2013

407（250）810（185）

448（287)819（187)

225（118）800（188）

341（195）801（187）

1,210

1,217

1,267

1,025

1,142

職員数推移■ 

1,267人
 専任　  嘱託

（　）内は女性の内数

専任 819人
嘱託 448人

 （2013年5月1日）

受入研究費推移■ 

10,295百万円

 （単位:百万円/年度）

科学研究費
助成事業

補助金
（研究事業）受託研究 共同研究 研究助成金 指定寄付金

（研究支援目的） 合　計

2009 2,130 3,424 2,770 915 109 351 9,699

2010 2,299 2,350 3,336 620 86 328 9,019

2011 2,563 2,657 2,468 685 142 402 8,917

2012 2,670 2,779 2,964 731 152 336 9,632

2013 2,844 2,290 3,368 1,237 150 406 10,295

科学研究費助成事業 2,844百万円
受託研究 3,368百万円
研究助成金 150百万円

補助金（研究事業） 2,290百万円
共同研究 1,237百万円
指定寄付金（研究支援目的） 406百万円
 2013年度（速報値）
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( 年度 )

2009

2010

2011

2012

2013

9,35744,756

8,69344,829

9,28644,893

9,541

3,3273,327

9,27944,295 3,1753,175

3,4513,451

3,3833,383

3,3413,34144,605

57,440

56,749

57,036

57,562

57,487

 学部　  大学院　  学校等学生数推移■ 

　学部 4万4,295人
大学院 9,279人
学校等 3,175人
 （2013年5月1日）

5万6,749人

学生・生徒数（2013年度）■  2013年5月1日現在
学生総定員 現在員数 休学者 在籍者数

学
部

政経 3,600 4,412 （1,311） 50 （4） 4,462 （1,315）
法 2,920 3,526 （1,192） 21 （8） 3,547 （1,200）
一文 0 36 （17） 0 （0） 36 （17）
二文 0 26 （8） 1 （0） 27 （8）
文構 3,440 4,213 （2,355） 36 （19） 4,249 （2,374）
文 2,640 3,297 （1,787） 24 （12） 3,321 （1,799）
教育 3,840 4,782 （1,836） 19 （4） 4,801 （1,840）
商 3,600 4,454 （1,289） 79 （12） 4,533 （1,301）
理工 0 29 （0） 4 （0） 33 （0）
基幹 2,140 2,467 （352） 15 （2） 2,482 （354）
創造 2,380 2,677 （554） 38 （8） 2,715 （562）
先進 2,160 2,525 （492） 19 （1） 2,544 （493）
社学 2,520 3,228 （868） 40 （5） 3,268 （873）
人科 2,240 2,675 （1,156） 35 （13） 2,710 （1,169）
スポ科 1,600 1,890 （586） 20 （5） 1,910 （591）
国際教養 2,400 2,864 （1,742） 80 （15） 2,944 （1,757）
小計 35,480 43,101（15,545） 481 （108） 43,582（15,653）

人科（通信教育課程） 2,400 700 （367） 13 （9） 713 （376）
計 37,880 43,801（15,912） 494 （117） 44,295（16,029）

大
学
院

修
士
課
程

政研 200 270 （129） 9 （0） 279 （129）
経研 180 245 （127） 8 （5） 253 （132）
法研 160 97 （29） 8 （1） 105 （30）
文研 630 330 （148） 7 （5） 337 （153）
商研 160 131 （74） 1 （0） 132 （74）
工研 0 0 （0） 0 （0） 0 （0）
基幹研 850 676 （52） 13 （0） 689 （52）
創造研 970 882 （133） 11 （3） 893 （136）
先進研 1,100 995 （190） 8 （1） 1,003 （191）
教研 234 184 （74） 2 （1） 186 （75）
人研 240 196 （118） 6 （4） 202 （122）
社学研 120 123 （63） 1 （1） 124 （64）
スポ研 280 155 （44） 4 （2） 159 （46）
アジア研 240 274 （154） 3 （3） 277 （157）
国情研 240 246 （86） 3 （0） 249 （86）
日研 100 102 （86） 5 （5） 107 （91）

情報生産研 400 281 （48） 2 （1） 283 （49）
環エネ研 100 93 （10） 0 （0） 93 （10）
国コミ研 50 54 （41） 0 （0） 54 （41）
小計 6,254 5,334 （1,606） 91 （32） 5,425 （1,638）

博
士
後
期
課
程

政研 90 104 （30） 2 （1） 106 （31）
経研 120 40 （9） 2 （2） 42 （11）
法研 120 127 （49） 10 （3） 137 （52）
文研 465 325 （150） 26 （17） 351 （167）
商研 120 95 （29） 10 （2） 105 （31）
工研 0 0 （0） 0 （0） 0 （0）
基幹研 285 94 （9） 2 （1） 96 （10）
創造研 237 105 （23） 2 （2） 107 （25）
先進研 405 230 （39） 2 （1） 232 （40）
教研 93 143 （76） 15 （10） 158 （86）
人研 135 99 （45） 11 （7） 110 （52）
社学研 72 97 （31） 9 （9） 106 （40）
スポ研 90 120 （39） 4 （1） 124 （40）
アジア研 90 119 （44） 7 （4） 126 （48）
国情研 51 48 （12） 4 （2） 52 （14）
日研 45 55 （44） 6 （5） 61 （49）

情報生産研 60 84 （20） 6 （2） 90 （22）
公経研 8 15 （7） 7 （2） 22 （9）
環エネ研 21 24 （9） 2 （0） 26 （9）
小計 2,507 1,924 （665） 127 （71） 2,051 （736）

専
門
職
学
位
課
程

政研 100 53 （18） 1 （1） 54 （19）
商研 390 467 （103） 10 （4） 477 （107）
公経研 0 11 （3） 8 （2） 19 （5）
法務研 810 626 （181） 21 （11） 647 （192）

ファイナンス研 300 290 （68） 7 （4） 297 （72）
会計研 200 213 （40） 3 （0） 216 （40）
教職研 120 91 （29） 2 （1） 93 （30）
小計 1,920 1,751 （442） 52 （23） 1,803 （465）
計 10,681 9,009 （2,713） 270 （126） 9,279 （2,839）

芸術学校 180 156 （59） 3 （1） 159 （60）
川口芸術学校 20 13 （4） 0 （0） 13 （4）
高等学院 1,440 1,488 （0） 0 （0） 1,488 （0）
本庄学院 960 1,011 （342） 0 （0） 1,011 （342）

高等学院中学部 360 367 （0） 0 （0） 367 （0）
別科日本語専修課程 － 137 （79） 0 （0） 137 （79）

合計 51,521 55,982（19,109） 767 （244） 56,749（19,353）
（注）（　）は、女子で内数を示す。
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キャンパスマップ
1 早稲田キャンパス

126,678㎡

6 上石神井キャンパス

52,691㎡

5 本庄キャンパス

860,238㎡

4 所沢キャンパス

367,807㎡

3 西早稲田キャンパス

44,894㎡

2 戸山キャンパス

33,030㎡
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水巻町 

若松区 

遠賀町 

奥洞海駅 二島駅 

本城駅 
折尾駅 

水巻駅 

東水巻駅 

遠賀川駅 

筑豊本線 

2014年3月31日現在

7
北九州キャンパス

7

その他キャンパス面積■ 

東伏見 93,911㎡
上井草 24,645㎡
軽井沢追分 171,712㎡
鴨川 95,823㎡
その他 238,937㎡

北九州

早稲田駅 

西早稲田駅 

日本橋駅 

東伏見駅 

所沢駅 

小手指駅 

本川越駅 

←飯能 

←高崎 

JR山手線 

JR高崎線 

上越新幹線 

JR中央線 

西武池袋線 

西武池袋線 

西武新宿線 

西武新宿線 

池  袋

上  野

東  京新  宿

本  庄

本庄早稲田

上石神井駅 
高田馬場

東京メトロ
副都心線

東京メトロ
東西線

関　東

6

5

1 2 3

4

日本橋
キャンパス

東伏見キャンパス
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2013年度　ボランティア活動実績
 2014.3.31現在

派遣人数合計：940

NO 便名 行先 訪問・活動地 日付 人数

泥
か
き
・
瓦
礫
撤
去

1 陸前高田・気仙沼支援① 岩手県陸前高田市、宮城県気仙沼市 高田町（側溝清掃）、日門海岸（瓦礫撤去） 2013/5/24-5/26 31
2 陸前高田・気仙沼支援② 岩手県陸前高田市、宮城県気仙沼市 高田町（側溝清掃）、明戸海岸（瓦礫撤去） 2013/6/14-6/16 37
3 陸前高田・気仙沼支援③ 岩手県陸前高田市、宮城県気仙沼市 広田湾漁協（漁業支援）、お伊勢浜（花壇つくり） 2013/7/5-7/7 22
4 米式蹴球部 宮城県亘理町、福島県いわき市 いわき市内オリーブ畑、亘理町鳥海塩神社 2013/7/5-7/7 55
5 陸前高田・気仙沼支援④ 岩手県陸前高田市、宮城県気仙沼市 古川沼（瓦礫撤去）、岩井崎 2013/9/6-9/8 25
6 陸前高田・気仙沼支援⑤ 岩手県陸前高田市、宮城県気仙沼市 古川沼（瓦礫撤去）、明戸海岸（瓦礫撤去） 2013/12/6-12/8 28

イ
ベ
ン
ト
運
営
支
援

7 気仙沼つばきマラソンA班 宮城県気仙沼市 気仙沼市大島 2013/4/20-4/22 33
8 気仙沼つばきマラソンB班 宮城県気仙沼市 気仙沼市大島 2013/4/19-4-22 6
9 気仙沼みなとまつり 宮城県気仙沼市 気仙沼市田中前大通り、港町、気仙沼小学校 2013/8/9-8/12 55
10 地蔵盆まつり 宮城県気仙沼市 青龍寺 2013/8/30-9/1 7
11 気仙沼「市場で朝めし」 宮城県気仙沼市 魚市場 2013/9/28-9/29 28

12 東北復興スタディーツアー 宮城県石巻市、気仙沼市、
岩手県陸前高田市 石巻精機、高田病院、唐桑（リアス牡蠣祭り）、平泉 2013/11/16-11/17 2

13 第28回リアス牡蠣まつり唐桑 宮城県気仙沼市 気仙沼市立唐桑小学校 2013/11/16-11/17 38
14 黒沢薫氏ミニコンサート運営支援 宮城県名取市 イオンモール名取、美田園仮設住宅 2014/2/12 3

ス
ポ
ー
ツ
交
流

15 野球部交流① 岩手県陸前高田市 住田高校 2013/6/14-6/16 2
16 野球部交流② 福島県いわき市 磐城桜ヶ丘高校 2013/6/21-6/23 2
17 野球部交流③ 福島県いわき市 平工業高校 2013/6/22-6/23 3
18 野球部交流④ 福島県いわき市 湯本高校 2013/6/21-6/23 2
19 野球部交流⑤ 福島県いわき市 勿来工業高校 2013/6/21-6/23 2
20 野球部交流⑥ 福島県南相馬市 小高工業高校 2013/6/21-6/23 2
21 野球部交流⑦ 岩手県大船渡市 高田高校 2013/6/21-6/23 3
22 野球部交流⑧ 岩手県大船渡市 大船渡高校 2013/6/21-6/23 3

23 野球部監督現地挨拶① 岩手県大船渡市含む5市 高田、大船渡、小高工業、磐城桜ヶ丘、平工業、勿来工
業、湯本、住田の各高校 2013/6/21-6/23 3

24 野球部交流⑨ 宮城県石巻市 石巻工業高校 2013/6/28-6/30 2
25 野球部交流⑩ 岩手県大船渡市 大船渡東高校 2013/6/28-6/30 2
26 野球部監督現地挨拶② 宮城県石巻市 石巻工業高校 2013/6/29-6/30 3
27 野球部交流⑪ 宮城県気仙沼市 本吉響高校 2013/7/5-7/7 2

28 柔道部東北遠征 岩手県宮古市、陸前高田市、
宮城県気仙沼市 宮古高校、高田高校、気仙沼高校、気仙沼向洋高校 2013/8/2-8/7 9

29 卓球部男子部 岩手県陸前高田市 高田高校 2013/8/10-8/12 25
30 野球部交流⑫ 宮城県気仙沼市 石巻高校 2013/8/17-8/19 3
31 ア式蹴球部（早稲田カップ）① 岩手県陸前高田市 気仙小学校仮設グランド 2013/9/13-9/16 21
32 体操部 福島県いわき市 いわき光洋高校、ラビット体操教室 2013/9/21-9/22 18
33 ア式蹴球部（早稲田カップ）② 宮城県気仙沼市 新月中学校 2013/11/29-12/2 16
34 野球部交流⑬ 福島県いわき市 双葉高校、相馬農業高校 2014/1/18-1/19 3
35 野球部監督現地挨拶③ 福島県いわき市 双葉高校、相馬農業高校 2014/1/18 2

文
化
交
流

36 ニューオルリンズ・ジャズクラブ 岩手県宮古市 宮古駅前広場、三陸鉄道、山口小学校、浄土ヶ浜遊覧船 2013/7/5-7/8 15
37 Street Corner Symphony 東京都練馬区 練馬文化ホール 2013/7/6 4
38 Street Corner Symphony 岩手県陸前高田市 高田高校「高高祭」、鹿折中学校仮設住宅 2013/8/30-9/1 16
39 ニューオルリンズ・ジャズクラブ 岩手県宮古市 宮古駅前広場、浄土ヶ浜遊覧船、末広町商店街 2013/9/14-9/16 13
40 ニューオルリンズ・ジャズクラブ 岩手県宮古市 末広町商店街 2013/10/12-10/14 1
41 ニューオルリンズ・ジャズクラブ 岩手県宮古市 末広町商店街 2013/10/12-10/16 3
42 ニューオルリンズ・ジャズクラブ 岩手県宮古市 宮古駅前広場、浄土ヶ浜遊覧船、末広町 2013/11/21-11/23 6

学
習
支
援

43 陸前高田学習支援チーム① 岩手県陸前高田市 高田一中 2013/4/20-4/22 2
44 陸前高田学習支援チーム② 岩手県陸前高田市 高田一中 2013/4/27-4/29 4
45 気仙沼市小中学生学習支援① 宮城県気仙沼市 気仙沼、松岩、面瀬、津谷、小原木の各中学校 2013/8/4-8/10 1
46 気仙沼市小中学生学習支援② 宮城県気仙沼市 気仙沼、松岩、面瀬、津谷、小原木の各中学校 2013/8/4-8/10 4
47 名取市中学生学習支援 宮城県名取市 名取市閖上中学校 2013/8/4-8/10 5
48 陸前高田スリーデイズプログラム① 岩手県陸前高田市 高田一中、広田小学校、横田中学校 2013/9/16-9/20 7
49 陸前高田スリーデイズプログラム② 岩手県陸前高田市 高田一中、広田小学校、横田中学校 2013/9/23-9/27 7
50 気仙沼市小中学生学習支援③ 宮城県気仙沼市 気仙沼、松岩、面瀬、津谷、小原木の各中学校 2013/12/24-12/28 5
51 陸前高田スリーデイズプログラム③ 岩手県陸前高田市 高田一中、広田小学校 2014/2/17-2/21 5
52 陸前高田スリーデイズプログラム④ 岩手県陸前高田市 高田一中、広田小学校 2014/2/24-3/1 8

学
習
支
援
と
農
園
P
J

53 陸前高田学習支援＋農業① 岩手県陸前高田市 高田一中および高田一中仮設住宅農園 2013/5/25-5/27 3
54 陸前高田学習支援＋農業② 岩手県陸前高田市 高田一中および横田中学校仮設住宅農園 2013/6/1-6/3 3

55 陸前高田学習支援＋農業③ 岩手県陸前高田市 高田一中、広田小学校、米崎小学校と佐野および
細根沢仮設住宅農園 2013/6/29-7/1 6

56 陸前高田学習支援＋農業④ 岩手県陸前高田市 高田一中、広田小学校、米崎小学校と
横田中、高田一中仮設住宅農園 2013/7/6-7/8 7

57 陸前高田学習支援＋農業⑤ 岩手県陸前高田市 広田小学校、細根沢仮設住宅農園 2013/7/20-7/22 2
58 陸前高田学習支援＋農業⑥ 岩手県陸前高田市 高田一中と細根沢仮設住宅農園 2013/9/7-9/9 4
59 陸前高田学習支援＋農業⑦ 岩手県陸前高田市 高田一中と佐野仮設住宅農園 2013/9/28-9/30 4
60 陸前高田学習支援＋農業⑧ 岩手県陸前高田市 高田一中および高田一中仮設住宅農園 2012/10/12-10/14 3
61 陸前高田学習支援＋農業⑨ 岩手県陸前高田市 高田一中と細根沢仮設住宅農園 2013/11/9-11/11 3
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NO 便名 行先 訪問・活動地 日付 人数

学
習
支
援
と

農
園
P
J

62 陸前高田学習支援＋農業⑩ 岩手県陸前高田市 高田一中および高田一中仮設住宅農園 2013/11/22-11/25 3
63 陸前高田学習支援＋農業⑪ 岩手県陸前高田市 高田一中および高田一中仮設住宅農園 2013/11/23-11/25 1
64 陸前高田学習支援＋農業⑫ 岩手県陸前高田市 高田一中と佐野仮設住宅農園 2013/12/07-12/09 3
65 陸前高田学習支援＋農業⑬ 岩手県陸前高田市 高田一中と細根沢仮設住宅農園 2013/12/14-12/16 3

W
A
V
O
C 

P
J

66 RINC 岩手県釜石市箱崎町 箱崎町仮設住宅 2013/4/27-4/29 5
67 コミュニティ・エイズ・プロジェクト 群馬県前橋市 双葉高校（群馬青少年の家） 2013/8/2-8/9 7
68 RINC 東京都八王子市 高尾山 2013/8/2 7
69 RINC 岩手県釜石市箱崎町 箱崎町仮設住宅 2013/8/12-8/21 16
70 アトム通貨PJ 福島県喜多方市 NPOまちづくり喜多方 2013/8/21-8/22 8
71 RINC 岩手県釜石市箱崎町 箱崎町仮設住宅 2013/9/16-9/19 3
72 たのはた未来PJ 岩手県田野畑村 田野畑村アズビイホール 2013/10/4-10/7 1
73 RINC 岩手県釜石市箱崎町 箱崎町仮設住宅 2013/12/25-12/29 14
74 RINC 岩手県釜石市箱崎町 箱崎町仮設住宅 2014/2/23-2/26 10
75 コミュニティ・エイズ・プロジェクト 福島県いわき市 いわき市生涯学習プラザ 2014/3/4-3/5 7
76 RINC 岩手県釜石市箱崎町 箱崎町仮設住宅 2014/3/27-3/31 7

海
の
照
葉
樹
林

77 海の照葉樹林① 宮城県気仙沼市 安波山 2013/5/18-5/20 4
78 海の照葉樹林② 宮城県気仙沼市 気仙沼市前浜 2013/5/31-6/2 8
79 海の照葉樹林（本庄での育苗） 埼玉県本庄市 本庄高等学院 2013/6/8 4
80 海の照葉樹林（本庄での育苗） 埼玉県本庄市 本庄高等学院 2013/6/22 3
81 海の照葉樹林（本庄での育苗） 埼玉県本庄市 本庄高等学院 2013/7/6 5
82 海の照葉樹林（本庄での育苗） 埼玉県本庄市 本庄高等学院 2013/7/13 3
83 海の照葉樹林（本庄での育苗） 埼玉県本庄市 本庄高等学院 2013/7/27 3
84 海の照葉樹林③ 宮城県気仙沼市 気仙沼市前浜、かもめ通り商店街 2013/8/24-8/26 5
85 海の照葉樹林（本庄での育苗） 埼玉県本庄市 本庄高等学院 2013/8/31 2
86 海の照葉樹林（本庄での育苗） 埼玉県本庄市 本庄高等学院 2013/9/14 4
87 海の照葉樹林④ 宮城県気仙沼市 気仙沼市波路上内沼、気仙沼市前浜 2013/10/18-10/20 6
88 海の照葉樹林（本庄での育苗） 埼玉県本庄市 本庄高等学院 2013/10/26 1
89 海の照葉樹林⑤ 宮城県気仙沼市 御崎神社、岩倉神社、前浜 2013/11/29-12/01 6
90 海の照葉樹林（高校・大学連携） 宮城県気仙沼市 岩井崎、前浜 2014/3/20-3/22 34

気
仙
沼
チ
ー
ム（
学
生
チ
ー
ム
）

91 気仙沼チーム① 宮城県気仙沼市 気仙沼市観光コンベンション協会 2013/4/19-4/22 9

92 気仙沼チーム② 宮城県気仙沼市 気仙沼市観光コンベンション協会、気仙沼市仮設住宅、
大島 2013/4/30-5/2 2

93 気仙沼チーム③ 宮城県気仙沼市 気仙沼市観光コンベンション協会 2013/5/3-5/6 4

94 気仙沼チーム④ 宮城県気仙沼市 松崎柳沢（上沢）仮設住宅集会所、
松岩中学校仮設住宅集会所 2013/5/17-5/20 5

95 気仙沼チーム⑤ 宮城県気仙沼市 気仙沼市役所 2013/5/31-6/2 2
96 気仙沼チーム⑥ 宮城県気仙沼市 気仙沼市観光コンベンション協会、鹿折中学校仮設等 2013/6/7-6/10 5
97 気仙沼チーム⑦ 宮城県気仙沼市 松岩仮設、松崎柳沢住宅 2013/6/28-7/1 4

98 気仙沼チーム⑧ 宮城県気仙沼市 南町紫市場、おさかな市場、エースポート、
プラザホテル 2013/7/12-15 3

99 気仙沼チーム⑨ 宮城県気仙沼市 モーランド、大谷海岸、唐桑ビジターセンター 2013/8/1-8/3 3
100 気仙沼チーム⑩ 宮城県気仙沼市 松沢柳沢、かもめ通り商店街 2013/8/23-8/26 8
101 気仙沼チーム⑪ 宮城県気仙沼市 松岩、水梨、牧澤、新月の各保育所 2013/9/7-9/9 4
102 気仙沼チーム⑫ 宮城県気仙沼市 大島公民館 2013/9/27-9/28 2
103 気仙沼チーム⑬ 宮城県気仙沼市 大島公民館 2013/10/18-10/20 2

104 気仙沼チーム⑭ 宮城県気仙沼市 松崎柳沢住宅、復興屋台村、
気仙沼市観光コンベンション協会 2013/11/22-11/25 3

105 気仙沼チーム⑮ 宮城県気仙沼市 気仙沼市観光コンベンション協会 2013/12/19-12/24 1
106 気仙沼チーム⑯ 宮城県気仙沼市 気仙沼市観光コンベンション協会 2013/12/20-12/24 2
107 気仙沼チーム⑰ 宮城県気仙沼市 気仙沼高校、南町紫市場 2013/12/21-12/28 1
108 気仙沼チーム⑱ 宮城県気仙沼市 気仙沼高校 2013/12/23-12/28 3
109 気仙沼チーム⑲ 宮城県気仙沼市 大島公民館、松崎柳沢住宅 2014/1/24-1/27 4
110 気仙沼チーム⑳ 宮城県気仙沼市 松崎柳沢住宅 2014/2/15-2/18 3
111 気仙沼チーム㉑ 宮城県気仙沼市 気仙沼プラザホテル 2014/3/10-3/12 4

そ
の
他

112 気仙沼唐桑町まち歩き① 宮城県気仙沼市 唐桑町明戸地区集会場、つなかん 2013/5/10-5/13 8
113 気仙沼向洋高校① 宮城県気仙沼市 気仙沼向洋高校写真部との交流 2013/5/17-5/19 4
114 気仙沼唐桑町まち歩き② 宮城県気仙沼市 唐桑町中区集会場 2013/6/21-6/24 7
115 気仙沼向洋高校② 宮城県気仙沼市 気仙沼向洋高校写真部との交流 2013/8/8-8/10 4
116 大学間連携災害ネットワーク 宮城県気仙沼市 気仙沼復興協会、宮城県漁業組合唐桑支所 2013/8/18-8/24 2
117 気仙沼復興支援インターン① 宮城県気仙沼市 ㈱斉吉商店 2013/8/26-8/31 5
118 気仙沼復興支援インターン② 宮城県気仙沼市 ㈱フジミツ岩商 2013/9/2-9/7 5
119 南三陸復興支援インターン 宮城県気南三陸町 ㈱及善商店 2013/9/9-9/14 4
120 南三陸復興支援インターン 宮城県気南三陸町 ㈱及善商店 2014/2/17-2/22 1
121 気仙沼向洋高校③ 宮城県気仙沼市 気仙沼向洋高校写真部との交流 2013/10/25-10/27 4
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2013年度　小野梓記念賞

学
術
賞

① A new axiomatization of the weighted Shapley value 重み付きシャープレイ値の新しい公理化 横手　康二
② アブデュルハミト二世と世紀転換期のオスマン帝国 永島　育
③ Reaction Automata（反応オートマタ） 大久保　文哉
④  Micro-Crowdfunding： Achieving a Sustainable Society through Economic and Social Incentives in 
Micro-Level Crowdfunding
（マイクロクラウドファンディング：細粒度レベルのクラウドファンディングを利用した経済的・社会的インセンティブを介し
た持続可能社会の達成）

坂本　瑞季

⑤ 内装間仕切壁におけるボード材の割付図と加工図の最適化に関する研究 石田　航星
⑥ 東北地方太平洋沿岸地域における伝承表現と集落構成研究 ―岩手県田野畑村の津波減災から― 加藤　聖也
⑦ 沿岸災害の現地調査と津波流体運動による海岸堤防の被災機構 三上　貴仁
⑧ IT取引に関する会計・監査上の問題点の考察 ～IT不正の実務対応～ 瀧　庸平

芸
術
賞

① 照明作品：DEW（デュー） 高橋　良爾

ス
ポ
ー
ツ
賞

個　

人

① 2011・2012　日本学生トライアスロン選手権大会　優勝（2年連続） 古谷　純平
第11回　ユニバーシアード競技大会　トライアスロン　6位 　　〃

② 第80・81回　全日本学生テニス選手権大会　男子シングルス　優勝（2年連続） 田川　翔太
③ 第91回　全日本スキー選手権大会　アルペン女子SL　優勝 向川　桜子
④ 第27回　ユニバーシアード大会フェンシング競技　男子フルーレ個人　7位 鬼澤　大真
⑤ 第24・25回　全日本女子ウエイトリフティング選手権大会　63kg級　優勝（2年連続） 松本　潮霞
⑥ 第6回　APLUアジアパシフィック選手権大会　男子　優勝 柳田　諒
⑦ 第6回　APLUアジアパシフィック選手権大会　男子　優勝 須賀　航平
⑧ 第67・68回　三笠宮賜杯全日本学生ソフトテニス選手権大会　女子ダブルス　優勝

（2年連続） 石井　友梨

⑨ 第26回　ユニバーシアード冬季競技大会　クロスカントリー　男子リレー　4位 西田　順風
⑩ 第48・49回　全日本学生室内テニス選手権大会　男子ダブルス　優勝（2年連続） 遠藤　豪
⑪ 第39・40回　全日本大学選手権大会　女子シングルスカル　優勝（2年連続） 大石　綾美

2013　World　Rowing　Junior　Championships　女子軽量級シングルスカル　3位 　　〃
⑫ 2011・2012年度　全日本学生選手権　男子グレコローマン96kg級　優勝（2年連続） 大坂　昂

2012年度　明治杯全日本選抜選手権大会　男子グレコローマン96kg級　優勝 　　〃
⑬ 第26回　ユニバーシアード競技大会　男子10000m　優勝 大迫　傑
⑭ 第68回　天皇賜杯全日本ソフトテニス選手権大会　男子ダブルス　優勝 桂　拓也
⑮ 第27回　ユニバーシアード競技大会　男子水球競技　6位 加藤　廉也
⑯ 2013　アジア選手権大会　男子フルーレ団体　2位 北川　隆之介
⑰ 第6回　APLUアジアパシフィック選手権大会　男子　優勝 忠平　裕司
⑱ 第30回　オリンピック競技会　男子やり投げ　10位 ディーン　

ロドリック　元気
第96回　日本陸上競技選手権大会　男子やり投げ　優勝 　　〃

⑲ 第81・82回　日本学生陸上競技選手権大会　男子400mハードル　優勝（2年連続） 野澤　啓佑
第27回　ユニバーシアード競技大会　男子400mハードル　6位 　　〃

⑳ FINAワールドカップ東京2012　男子200mバタフライ　3位 深谷　皇
㉑ 第22回　オリンピック冬季競技大会　クロスカントリー　男子リレー　16位 宮沢　大志

第22回　オリンピック冬季競技大会　クロスカントリー　団体スプリント　13位 　　〃
2013　FISワールドカップ　クロスカントリー　団体スプリント　6位 　　〃

㉒ 第6回　APLUアジアパシフィック選手権大会　男子　優勝 山口　大貴
㉓ 第22回　オリンピック冬季競技大会　コンバインド　団体　5位 渡部　善斗

2012　FISワールドカップ個人16戦（ノルウェー）　コンバインド　ノルディック複合　3位 　　〃
2012　FISワールドカップ世界選手権個人16戦　コンバインド　団体　4位 　　〃
2013　FISワールドカップ（フィンランド）　コンバインド　団体　3位 　　〃
2013　FISワールドカップ（ドイツ）　コンバインド　団体　6位 　　〃
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ス
ポ
ー
ツ
賞

団　

体

① 庭球部 第59～67回　全日本大学対抗テニス王座決定試合　男子団体優勝（9年連続）
第42～49回　全日本大学対抗テニス王座決定試合　女子団体優勝（8年連続）

② 漕艇部 第36～40回　全日本大学選手権大会　女子総合優勝（5年連続）
第39・40回　全日本大学選手権大会　女子舵手付きクォドルプル　優勝（2年連続）
第91回　全日本選手権大会　女子舵手付きクォドルプル　優勝

③ 競走部 第97回　日本陸上競技選手権リレー競技大会　男子　4×100mリレー　優勝
第97回　日本陸上競技選手権リレー競技大会　男子　4×400mリレー　優勝

④ スキー部 第85～87回　全日本学生スキー選手権大会　女子総合　優勝（3年連続）
クロスカントリー・女子リレー　優勝（3年連続）
第91回　全日本スキー選手権大会　クロスカントリー・女子リレー　優勝
クロスカントリー・男子リレー　優勝

⑤ スケート部 第85・86回　日本学生氷上競技選手権大会　スピードスケート男子・チームパシュー
ト　優勝（2年連続）

⑥ バレーボール部 第66回　秩父宮妃賜杯　全日本バレーボール大学男子選手権大会　男子　優勝（61
年ぶり）

⑦ ハンドボール部 第56回　高松宮記念杯　全日本学生ハンドボール選手権大会　男子　優勝（25年ぶり）
⑧ フェンシング部 第62回　日本学生フェンシング王座決定戦　男子フルーレ団体　優勝

第53回　全日本大学対抗選手権大会　男子フルーレ団体　優勝
⑨ 軟式庭球部 第66・67回　全日本学生選手権大会　男子団体戦　優勝（2年連続）

第66・67回　全日本大学対抗ソフトテニス選手権大会　女子団体戦　優勝（2年連続）
⑩ ソフトボール部 第47・48回　全日本大学ソフトボール選手権大会　男子　優勝（2年連続）
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WASEDA CULTURE 2013年度文化事業一覧（一部）
　本学では、国宝2件、重要文化財7件、重要美術品8件を含む図書資料、美術品、書画、博物資料、映像資料、記録文
書類など約500万点以上が、図書館、坪内博士記念演劇博物館、會津八一記念博物館、大学史資料センターなどに所蔵さ
れ、教育と研究に活用されています。
　今年度も多くの展示会、講演会等の文化事業が行われました。

＜2013年度に行った主な文化事業＞
● 岡本一平展 ● 池部政次コレクションの中国明清の書画
● 2012年度受贈資料展－資料が映す早稲田の今昔 ● 戸ノ内貝塚発掘調査成果報告展
● 教旨制定100年－大正デモクラシー期の早稲田 ● 折帖展
● 師走の東伏見芸術祭 ● つちもの 縄文時代から江戸時代まで展
● 早稲田大学芸術功労者顕彰記念『ドナルド・キーン』展 ● シェイクスピア祭2013　「太平洋に捧げるシェイクスピア」

● 四次元との対話
● 早稲田狂言の夕べ2013

● 豊竹山城少掾展
● 新耽奇会展―奇想天外コレクション

● アジア演劇仮面展―館蔵コレクション ● 第6回美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業 学生公演 劇団森
「ペレストロイカ」

● 郡司正勝展 ● 早稲田学生文化・芸術祭
● いまだ知られざる寺山修司 ―わが時、そのはじまり ● 早稲田文化芸術週間

● 紙にうつされた雲岡石窟 ● 中野区・早稲田大学文化交流事業 早稲田大学交響楽団「Maple 
Concert」

● 花岡萬舟 戦争画の相貌Ⅱ展 ● 多和田葉子・高瀬アキ ワークショップ＆パフォーマンス
● 青いやきもの展 ● 阿刀田高 講演・朗読会「小説と早稲田―YES&NO―」

第13回石橋湛山記念早稲田ジャーナリズム大賞受賞作品一覧
草の根民主主義部門大賞■ 

作品名 連載「波よ鎮まれ～尖閣への視座～」
受賞者 「波よ鎮まれ」取材班　代表　沖縄タイムス社　特別報道チーム兼論説委員　渡辺　豪

文化貢献部門大賞■ 

作品名 ETV特集「永山則夫100時間の告白 ～封印された精神鑑定の真実～」

受賞者 ETV特集「永山則夫100時間の告白」　取材班　代表　日本放送協会　大型企画開発センターチーフ・プロデューサー　
増田　秀樹

公共奉仕部門奨励賞■ 

作品名 連載「東京電力テレビ会議記録の公開キャンペーン報道」

受賞者 朝日新聞東京本社報道局経済部　木村　英昭
朝日新聞社デジタル本部デジタル委員　宮﨑　知己

公共奉仕部門奨励賞■ 

作品名 BSドキュメンタリーWAVE「原子力“バックエンド”最前線～イギリスから福島へ～」

受賞者
「原子力“バックエンド”最前線」取材チーム
日本放送協会 大型企画開発センター　プロデューサー　林　新
エス・ヴィジョン代表　酒井　裕

草の根民主主義部門大賞■ 

大賞 小川　洋子 奨励賞 小野　正嗣 奨励賞 山田　航

第４回坪内逍遥大賞受賞者
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2013年度決算
現在、本学は、2012年度に策定した中長期計画

「Waseda Vision 150」の実現に向け、各プロジェク
トを積極的に推進している。2013年度は、「Waseda 
Vision 150」の実行を担保するための財務体質の強
化に向けた初年度として位置付け、収支構造の抜本
的な見直し等に取り組み、教育研究の充実のための事
業資金確保に努めた。
2013年度の消費収支の概況は、収入面では、

WASEDAサポーターズ倶楽部寄付金の増加等により
寄付金が予算を18億800万円上回ったほか、補助金
が30億1,000万円、事業収入が14億5,400万円予
算を上回り、帰属収入合計は予算額を96億2,900万
円上回る1,008億9,200万円となった。
一方、支出面では、外部資金による教職員人件費、

研究費等の支出増加があったが、予算の有効活用や
支出削減に取り組んだ結果、消費支出合計は予算額
を51億1,400万円上回る943億2,300万円にとど
まった。
以上により、帰属収支差額（帰属収入－消費支出）

は、予算段階の20億5,400万円から45億1,500万
円増加して65億6,900万円となった。また、基本金組
入額は、施設整備事業としてD棟（仮称）建設工事、中
野国際コミュニティプラザ建設工事、高等学院整備工
事等を行ったが、借入金の活用を図ったこともあり20
億7,800万円にとどまり、消費収支差額（帰属収支差
額－基本金組入額）は44億9,100万円の収入超過と
なった。
また、2013年度末の財務状況は、運用資産残高

（現金預金、有価証券、各種引当資産）は前年度から
46億4,100万円増加して1,020億4,400万円となっ
たが、一方で借入金残高（長短借入金、学校債）は48
億9,000万円増加の122億8,200万円となった。
2013年度の帰属収支差額は65億6,900万円と

なったが、この改善は寄付金の増加や外部からの研究
費等の獲得など外部資金収入による一時的な要因も
大きいことから、今後も一定の帰属収支差額を確保す
るためには、外部資金収入を一時的なものとせずに継
続していくとともに、引き続き経費削減に取り組んで
いく必要がある。また、将来に向けて安定的に継続し

1

た大学経営を果たしていくためには資金の蓄積が必
要であることから、引き続き収支構造の抜本的な見直
しに取り組み、一定の蓄積を確保できるような財務体
質を目指して努力していく。
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消費収支計算書■ 

2013（平成25）年 4月 1日から
2014（平成26）年 3月31日まで （単位：百万円）

科　目 予　算 決　算 差　異
消費収入の部
学生生徒等納付金 66,266 66,111 155
手数料 4,205 4,156 49
寄付金 2,514 4,322 △1,808
補助金 10,883 13,893 △3,010
資産運用収入 1,175 1,704 △529
資産売却差額 0 58 △58
事業収入 4,815 6,269 △1,454
雑収入 1,405 4,379 △2,974
帰属収入合計 91,263 100,892 △9,629
基本金組入額合計 △4,655 △2,078 △2,577
消費収入の部合計 86,608 98,814 △12,206

消費支出の部
人件費 45,373 47,926 △2,553
教育研究経費 38,690 41,260 △2,570
管理経費 4,559 4,338 221
借入金等利息 90 69 21
資産処分差額 448 679 △231
徴収不能引当金繰入額 39 29 10
徴収不能額 0 22 △22
予備費 10 10
消費支出の部合計 89,209 94,323 △5,114

当年度消費収入超過額 0 4,491
当年度消費支出超過額 2,601 0
前年度繰越消費支出超過額 101,913 100,838
翌年度繰越消費支出超過額 104,514 96,347

帰属収入
1,009億円

雑収入他
4.4%（44億円）

学生生徒等
納付金

65.5%（661億円）

手数料
4.1%（42億円）

寄付金
4.3%（43億円）

補助金
13.8%（139億円）

資産運用収入
1.7%（17億円）

事業収入
6.2%（63億円）

消費支出
＋

基本金組入額
964億円

基本金組入額
2.1%（21億円）

人件費
49.7%（479億円）

教育研究経費
42.8%（413億円）

借入金等利息
0.1%（1億円）

管理経費
4.5%（43億円）

資産処分差額他
0.8%（7億円）

■  決算の概要  ■

① 消費収支計算書
収入面では、学生生徒等納付金は予算を若干下

回ったが、寄付金、補助金、事業収入等が予算を大き
く上回った結果、帰属収入合計は予算を96億2,900
万円上回る1,008億9,200万円となった。このうち寄
付金では、WASEDAサポーターズ倶楽部寄付金の増
加等により予算を18億800万円上回ったほか、補助
金では、博士課程教育リーディングプログラム、グロー
バル人材育成推進事業、研究大学強化促進事業等の
採択により予算を30億1,000万円上回った。また、受
託・共同研究の増加等により事業収入も予算を14億

5,400万円上回り、これらの学生生徒等納付金以外
の収入が増収に大きく貢献した。
一方、支出面では、外部資金による教職員人件費の
支出増加、選択定年退職者に伴う退職給与引当金繰
入額の増加等により人件費が予算を25億5,300万円
上回ったほか、外部資金による研究費等の支出増加に
より教育研究経費が予算を25億7,000万円上回り、
消費支出合計は予算を51億1,400万円上回る943
億2,300万円となった。
以上により、帰属収支差額（帰属収入－消費支出）

は65億6,900万円となった。また、基本金組入額は
20億7,800万円であり、消費収支差額（帰属収支差
額－基本金組入額）は44億9,100万円の収入超過と
なった。
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② 資金収支計算書
2013年度の収支状況を資金の流れでみると、
2013年度に入金した資金の総額は、借入金等収入
58億円等を含め1,302億8,400万円であり、前年度
繰越支払資金286億9,700万円を加えた収入合計は
1,589億8,100万円であった。
一方、2013年度に支出した資金の総額は、施設関
係支出127億7,600万 円、設備関係支出29億
5,000万円等を含め1,242億4,700万円であり、次
年度繰越支払資金は347億3,400万円となった。

資金収支計算書■ 

2013（平成25）年 4月 1日から
2014（平成26）年 3月31日まで （単位：百万円）

科　目 予　算 決　算 差　異

収入の部
学生生徒等納付金収入 66,266 66,111 155
手数料収入 4,205 4,156 49
寄付金収入 2,014 3,530 △1,516
補助金収入 10,883 13,893 △3,010
資産運用収入 1,175 1,704 △529
資産売却収入 0 18,798 △18,798
事業収入 4,815 6,269 △1,454
雑収入 1,405 3,619 △2,214
借入金等収入 4,710 5,800 △1,090
前受金収入 12,714 12,683 31
その他の収入 6,214 9,567 △3,353
資金収入調整勘定 △14,144 △15,846 1,702
前年度繰越支払資金 25,399 28,697 △3,298
収入の部合計 125,656 158,981 △33,325

支出の部
人件費支出 45,632 48,259 △2,627
教育研究経費支出 29,210 31,795 △2,585
管理経費支出 3,882 3,622 260
借入金等利息支出 90 69 21
借入金等返済支出 1,087 1,206 △119
施設関係支出 14,677 12,776 1,901
設備関係支出 2,577 2,950 △373
資産運用支出 2,627 23,397 △20,770
その他の支出 5,836 9,605 △3,769
予備費 10 10
資金支出調整勘定 △5,487 △9,432 3,945
次年度繰越支払資金 25,515 34,734 △9,219
支出の部合計 125,656 158,981 △33,325

③ 貸借対照表
2013年度末の資産の総額は3,517億7,900万円

で、その内訳は有形固定資産2,328億8,500万円、
その他の固定資産792億8,800万円、流動資産396
億600万円であった。このうち、運用資産残高（現金
預金、有価証券、各種引当資産の合計額）は1,020億
4,400万円で、前年度から46億4,100万円増加した。
一方、負債の総額は670億9,800万円で、その内
訳は固定負債392億7,900万円、流動負債278億
1,900万円であった。このうち、借入金残高（長期借
入金、短期借入金、学校債の合計額）は122億8,200
万円で、前年度から48億9,000万円増加した。
また、基本金は3,810億2,800万円、消費収支差
額は△963億4,700万円となり、自己資金（基本金＋
消費収支差額）は2,846億8,100万円で前年度から
65億6,900万円増加した。

貸借対照表■ 

2014（平成26）年 3月31日 （単位：百万円）

科　目 本年度末 前年度末 増　減

資産の部

　固定資産 312,173 308,464 3,709

　　有形固定資産 232,885 226,959 5,926

　　その他の固定資産 79,288 81,505 △2,217

　流動資産 39,606 33,234 6,372

資産の部合計 351,779 341,698 10,081

負債の部

　固定負債 39,279 36,914 2,365

　流動負債 27,819 26,672 1,147

負債の部合計 67,098 63,586 3,512

基本金の部

基本金の部合計 381,028 378,950 2,078

消費収支差額の部

消費収支差額の部合計 △96,347 △100,838 4,491

負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計 351,779 341,698 10,081
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効率的な資金運用による教育研究条件向上のための財源確保2

大学財政の推移3

2013年度の受取利息・配当金収入（第3号基本金
運用収入を含む）は11億6,000万円となり、前年度に
比べて4億1,800万円減少した。なお、資金運用の効
率化や現在の円安の影響等により改善傾向がでてき

たことから、2014年度予算では14億7,800万円の
受取利息・配当金収入を見込んでいる。
今後は、教育研究条件向上のための財源確保に寄
与するために、一層の資金運用の効率化を図っていく。

2009年度～2013年度の財務比率は、消費収支
計算書関係比率（フロー面）については、帰属収支差
額の改善に伴い、帰属収支差額比率等の指標が改善
傾向にある。一方、貸借対照表関係比率（ストック面）
については、2013年度に借入金を活用した影響によ
り、自己資金構成比率等の指標が悪化した。
今後は、収支構造の抜本的な見直しを継続すること

により、フロー面の改善傾向を確実なものにするとと
もに、一定の資金の蓄積を確保することで運用資産の
積み立てと借入金の返済を進め、ストック面の改善に
繋げていく予定である。

2009 2010 2011 2012
（年度）

（億円） （億円）

利息額残高
0

400

800

1,200
有価証券等残高 普通預金等残高 受取利息・配当金（第3号基本金運用収入を含む）

2013
0

10

20

30

金融資産の推移■ 
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主な財務比率の推移（2009年度～2013年度）
1.消費収支計算書の推移
消費収入の部■  （単位：百万円）

科　目 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度
学生生徒等納付金 63,132 63,701 64,425 65,570 66,111
手数料 4,631 4,561 4,345 4,207 4,156
寄付金 2,946 3,494 2,751 3,190 4,322
補助金 14,625 14,116 14,415 14,067 13,893
資産運用収入 2,562 2,616 2,241 2,115 1,704
資産売却差額 2 967 48 33 58
事業収入 5,654 5,759 5,510 5,377 6,269
雑収入 3,563 2,754 3,065 3,046 4,379
帰属収入合計 97,115 97,968 96,800 97,605 100,892
基本金組入額合計 △ 6,402 △ 10,986 △ 153 △ 3,789 △ 2,078
消費収入の部合計 90,713 86,982 96,647 93,816 98,814

消費支出の部■  （単位：百万円）
科　目 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

人件費 46,770 47,245 59,532 47,721 47,926
教育研究経費 41,904 40,780 41,799 41,389 41,260
管理経費 4,316 4,049 4,288 4,190 4,338
借入金等利息 159 147 134 120 69
資産処分差額 2,256 1,816 1,115 877 679
徴収不能引当金繰入額 58 14 12 16 29
徴収不能額 17 22 16 11 22
消費支出の部合計 95,480 94,073 106,896 94,324 94,323
当年度消費収支差額 △ 4,767 △ 7,091 △ 10,249 △ 508 4,491
前年度繰越消費収支差額 △ 78,223 △ 82,990 △ 90,081 △ 100,330 △ 100,838
翌年度繰越消費収支差額 △ 82,990 △ 90,081 △ 100,330 △ 100,838 △ 96,347
帰属収支差額 1,635 3,895 △ 10,096 3,281 6,569

※

消費収支計算書関係比率の推移■  （％）
財務比率 算式（×100） 評　価 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 全国平均

1 人件費比率▼ 人 件 費 → 48.2 48.2 61.5 48.9 47.5 52.8帰 属 収 入

2 人件費依存率▼ 人 件 費 → 74.1 74.2 92.4 72.8 72.5 71.9学生生徒等納付金

3 教育研究経費比率△ 教 育 研 究 経 費 → 43.1 41.6 43.2 42.4 40.9 31.2帰 属 収 入

4 管理経費比率▼ 管 理 経 費 → 4.4 4.1 4.4 4.3 4.3 9.2帰 属 収 入

5 借入金等利息比率▼ 借 入 金 等 利 息 → 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.3帰 属 収 入

6 消費支出比率▼ 消 費 支 出 → 98.3 96.0 110.4 96.6 93.5 95.2帰 属 収 入

7 消費収支比率▼ 消 費 支 出 → 105.3 108.2 110.6 100.5 95.5 107.9消 費 収 入

8 学生生徒等納付金比率 学生生徒等納付金 ー 65.0 65.0 66.6 67.2 65.5 73.4帰 属 収 入

9 寄付金比率△ 寄 付 金 → 3.0 3.6 2.8 3.3 4.3 2.0帰 属 収 入

10 補助金比率△ 補 助 金 → 15.1 14.4 14.9 14.4 13.8 12.6帰 属 収 入

11 基本金組入率△ 基 本 金 組 入 額 → 6.6 11.2 0.2 3.9 2.1 11.7帰 属 収 入

12 減価償却額比率 減 価 償 却 額 ー 10.4 10.7 9.7 10.9 10.3 11.8消 費 支 出

13 帰属収支差額比率△ 帰属収入－消費支出 → 1.7 4.0 △ 10.4 3.4 6.5 4.8帰 属 収 入

（注） 全国平均の比率は、日本私立学校振興・共済事業団が集計した私立大学（医歯系法人を除く全国500法人）の2012年度の平均値である。 
財務比率項目の下段の印は、△＝高い値がよい　▼＝低い値がよい　を示している。 
評価欄の矢印については、上向き（ →）は本学が2009年度と2013年度を比較して改善傾向にあることを示し、下向き（→ ）は悪化傾向を示
している。横棒（－）はどちらともいえないものを示している。（毎年5年間の数値を記載している。）

※　  2011年度の比率は人件費に退職給与引当金特別繰入額11,821百万円を含んだ数値である。

※

※

※

※

※

※
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2.貸借対照表の推移
資産の部■  （単位：百万円）

科　目 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度
固定資産 300,810 304,186 307,077 308,464 312,173
　有形固定資産 224,044 226,759 225,589 226,959 232,885
　その他の固定資産 76,766 77,427 81,488 81,505 79,288
流動資産 33,729 33,211 33,736 33,234 39,606
資産の部合計 334,539 337,397 340,813 341,698 351,779

負債の部・基本金の部・消費収支差額の部■  （単位：百万円）
科　目 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

固定負債 28,947 27,885 35,859 36,914 39,279
流動負債 24,560 24,585 30,123 26,672 27,819
負債の部合計 53,507 52,470 65,982 63,586 67,098

第１号基本金 314,696 324,330 327,875 331,927 335,497
第２号基本金 17,383 18,363 14,679 12,843 11,146
第３号基本金 25,037 25,409 25,701 27,274 27,479
第４号基本金 6,906 6,906 6,906 6,906 6,906
基本金の部合計 364,022 375,008 375,161 378,950 381,028

     
消費収支差額の部合計 △ 82,990 △ 90,081 △ 100,330 △ 100,838 △ 96,347

負債・基本金・消費収支差額の部合計 334,539 337,397 340,813 341,698 351,779

貸借対照表関係比率の推移■  （％）
財務比率 算式（×100） 評　価 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 全国平均

1 自己資金構成比率△
自 己 資 金 → 84.0 84.4 80.6 81.4 80.9 87.2
総 資 金

2 固定比率▼
固 定 資 産 → 107.0 106.8 111.7 110.9 109.7 99.5
自 己 資 金

3 固定長期適合率▼
固 定 資 産

→ 97.0 97.2 98.8 97.9 96.4 91.9
自己資金＋固定負債

4 固定資産構成比率▼
固 定 資 産

→ 89.9 90.2 90.1 90.3 88.7 86.7
総 資 産

5 流動比率△
流 動 資 産

→ 137.3 135.1 112.0 124.6 142.4 237.1
流 動 負 債

6 流動資産構成比率△
流 動 資 産

→ 10.1 9.8 9.9 9.7 11.3 13.3
総 資 産

7 総負債比率▼
総 負 債 → 16.0 15.6 19.4 18.6 19.1 12.8
総 資 産

8 負債比率▼
総 負 債 → 19.0 18.4 24.0 22.9 23.6 14.7
自 己 資 金

9 固定負債構成比率▼
固 定 負 債 → 8.7 8.3 10.5 10.8 11.2 7.2
総 資 金

10 流動負債構成比率▼
流 動 負 債 → 7.3 7.3 8.8 7.8 7.9 5.6
総 資 金

11 消費収支差額構成比率△
消 費 収 支 差 額 → △ 24.8 △ 26.7 △ 29.4 △ 29.5 △ 27.4 △ 11.2
総 資 金

12 基本金比率△
基 本 金 → 97.7 97.8 98.0 97.9 96.6 97.1
基 本 金 要 組 入 額

（注） 全国平均の比率は、日本私立学校振興・共済事業団が集計した私立大学（医歯系法人を除く全国500法人）の2012年度の平均値である。 
財務比率項目の下段の印は、△＝高い値がよい　▼＝低い値がよい　を示している。 
評価欄の矢印については、上向き（ →）は本学が2009年度と2013年度を比較して改善傾向にあることを示し、下向き（→ ）は悪化傾向を示
している。横棒（－）はどちらともいえないものを示している。（毎年5年間の数値を記載している。）
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2012 2013 2014予算2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

2004年度～2005年度は
授業料1.5%改定、在学生減額改定 2006年度～2009年度は授業料0.7%改定、在学生減額改定 2010年度～2014年度は授業料0.7%改定

（年度）※棒グラフの左側は帰属収入、右側は消費支出と基本金組入額の合計を表す。
※各年度の金額は下表消費収支内訳を参照。

0

200

400

600

800

1,000

1,200
（億円）

2004年度　
軽井沢離山下
土地売却等

2005年度　
東京女子医大との
国有地共同取得等

2008年度　
中野国有地
取得等 2009年度　

厚木市土地・建物の
売却等

2006年度　
喜久井町
キャンパス隣接地
取得等

人件費 教育研究経費 管理経費 借入金等利息 予備費他 資産処分差額 基本金組入額
学生生徒等納付金 手数料 補助金 資産運用収入 事業収入 雑収入 寄付金 資産売却差額

消費収支の推移

固定資産 その他の固定資産 流動資産
基本金 固定負債 流動負債消費収支差額
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1,600

2,200

2,800
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△1,200
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△1,000
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4,600
（億円）

貸借対照表の推移
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協働関係を構築していくという将来像（Vision）を思
い描き、それを実現するために13の核心戦略と76の
プロジェクトを示し、いくつかの項目について数値目標
も掲げた。
人間力・洞察力を備えたグローバルリーダーとなる

ためには、外国語を学ぶだけでは不十分で、外国人と
常に接して異文化を理解することが必要である。本学
は、様々な留学制度を持ち、日本一多くの外国人留学
生と海外派遣学生がおり、外国語で行う多彩な授業が
あるなど、教育・研究環境とキャンパスのグローバル化
は我が国トップクラスのものになっている。また、
2022年度までに「学部生全員の海外留学」という目
標を掲げ、グローバルな視点を持って課題解決に貢献
する人材をキャンパス内外において育てていく取り組
みを推進していく。
国際的な研究大学として一定の地位を確保するた

め、若手研究者の育成、新たな研究分野の創出、研究
成果の発信力強化など、組織的な戦略に基づいた研
究力の強化、国内外の研究機関との連携強化や新た
なパートナーシップの構築を進め、社会の未来へと繋
がる大型研究に挑戦する体制を整備する。

2014年度は、「Waseda Vision 150」の推進も
2年目に入る。1年目の成果、反省点を踏まえ、創立
150周年となる2032年に我々が思い描いたVision
が実現されるよう、精力的に自己改革を図っていく。

2014年度事業計画の概要

今日の社会は、新しい知識・情報・技術が、政治・経
済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の基盤
として飛躍的に重要性を増す「知識基盤社会」となっ
ている。そのような中で、個人の人格形成の上でも、
社会の発展や人類の幸福を実現するためにも、また、
我が国の国際競争力の確保等、国家戦略の上におい
ても大学の果たす役割が大きくなってきている。こうし
た観点から最近では、多くの場面でイノベーションの
推進などと並んで、大学改革を含む人材力の強化が叫
ばれている。これは、我が国がさらに発展し、国際社会
の中で一定の地位を占めることができるようにするた
めには、経済力のみならず、教育、学術研究の発展が
極めて重要であるという、大学に対する大きな期待を
物語っていると同時に、今のままの大学ではこの先が
危ういという危機感の表明であると言える。そうした
意味で、大学は自らの役割、使命を自覚し、大きく発展
を期すための自己改革を進めていかなければならない。

本学では、2012年11月に新たな中長期計画
「Waseda Vision 150」を策定し、教育・研究を通じ
て我が国や国際社会の発展に貢献する大学であり続
けることを目指して不断の改革を行っていくことを宣
言した。そこでは、「世界に貢献する高い志を持った学
生」が集まって互いに切磋琢磨し、「世界の平和と人
類の幸福の実現に貢献する研究」が行われ、「グロー
バルリーダーとして社会を支える卒業生」が世界のい
たる所で、ありとあらゆる分野で活躍し、大学と密接な

＜主な事業計画＞

1．教育改革事業
（1）入試制度改革
（2）基盤・教養教育の充実
（3）教育体系の再構築
（4）教育のグローバル化推進
（5）学生支援の充実

2．研究強化事業
（1）研究体制の戦略的強化
（2）研究の国際的競争力の拡充
（3）新たな研究分野の検討

3．社会貢献・文化推進事業
（1）校友・社会連携の推進
（2）文化資源・情報の発信

4．進化する大学の仕組みの創設
（1）組織基盤の強化
（2）財政基盤の強化
（3）教育・研究環境の整備

5．東日本大震災復興支援
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現在、本学は、2012年度に策定した中長期計画
「Waseda Vision 150」の実現に向け、各プロジェク
トを積極的に推進している。2014年度の予算編成に
あたっては、「Waseda Vision 150」の実行を担保
するための財務体質の強化を目指し、帰属収支差額
50億円以上（帰属収支差額比率5.5％）を確保し、
「Waseda Vision 150」実現に向けた新規事業の
予算を確保するとともに、将来に向けて安定的に継続
した大学経営のための一定の蓄積も確保することを
目標とした。

＜消費収支計算書＞
収入面では、学生生徒等納付金は、授業料の0.7％

改定、教育環境整備費改定の学年進行、留学プログ
ラム収入の増加等により、前年度比11億1,500万円
増の673億8,100万円を見込んでいる。補助金は、経
常費補助金95億5,400万円、施設・研究設備整備費
補助金12億1,900万円等により、前年度比5億500
万円増の113億8,800万円となる見込みとなってい
る。事業収入は、2014年3月にオープンする中野国
際学生寮の寮費収入等により、前年度比3億6,900
万円増の51億8,400万円を見込んだ。また、寄付金
は3億4,300万円の増加、資産運用収入は8億
3,600万円の増加を見込み、帰属収入合計では前年
度予算額を32億4,700万円上回る945億1,000万
円となった。
支出面では、人件費は、基盤教育の充実や国際化

対応等のための教員数の増加により、前年度比7億
9,100万円増の458億7,400万円を見込んだ。教育
研究経費・管理経費は、留学プログラム経費の増加や
中野国際学生寮の経費支出のほか、消費税増税の影
響もあり、前年度比4億7,800万円増の437億
2,700万円となる見込みとなっている。消費支出合計
では、前年度予算額を10億700万円上回る902億
1,600万円となった。なお、この中には、「Waseda 
Vision 150」の実現に向けた新規事業予算として5
億4,300円を計上している。
以上により、帰属収支差額（帰属収入－消費支出）

は42億9,400万円となった。また、基本金組入額はD
棟（仮称）建替え更新工事や戸山キャンパス再整備工
事等により82億5,800万円を見込んでおり、消費収

支差額（帰属収支差額－基本金組入額）は△39億
6,300万円となった。

＜資金収支計算書＞
資金面では、2014年度中に入金が見込まれる資
金の総額は1,012億5,600万円、これに対して
2014年度の事業活動に必要と見込まれる資金の総
額は996億5,100万円である。これにより、2015年
度へ繰り越される支払資金は前年度より16億500万
円増加し310億700万円となる見込みである。

結果としては、2014年度予算の帰属収支差額は
42億9,400万円となり、目標とした50億円（帰属収
支差額比率5.5％）には達しなかったものの、当面の施
設整備の維持に必要な帰属収支差額の水準は確保し
つつ、前述のとおり「Waseda Vision 150」実現に
向けた新規事業予算は確保している。しかしながら、
当初の目的の一つである、将来に向けて安定的に継
続した大学経営のための一定の蓄積を確保するまで
には至っていない。
また、「Waseda Vision 150」を始めとする本学
の改革を更に進めていくためには、一層の財政構造の
改革も必要となる。2014年度の予算執行にあたって
は、予算の効率的な活用と調達の集中等により経費の
削減を行い、一定の蓄積も確保できるような財務体質
を目指して努力していく。

2014年度予算の概要
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消費収支の構成比率■ 

帰属収入
945億円

雑収入
1.6%（15億円）

学生生徒等
納付金

71.3%（674億円）

手数料
4.4%（42億円）

寄付金
3.0%（28億円）

補助金
12.1%（114億円）

資産運用収入
2.1%（20億円）

事業収入
5.5%（52億円）

消費収支予算書■ 

2014（平成26）年 4月 1日から
2015（平成27）年 3月31日まで （単位：百万円）

科　目 2014年度
予算額

2013年度
予算額 増減(△)

消費収入の部

学生生徒等納付金 67,381 66,266 1,115

手数料 4,194 4,205 △11

寄付金 2,857 2,514 343

補助金 11,388 10,883 505

資産運用収入 2,011 1,175 836

事業収入 5,184 4,815 369

雑収入 1,495 1,405 90

帰属収入合計 94,510 91,263 3,247

基本金組入額合計 △8,257 △4,655 △3,602

消費収入の部合計 86,253 86,608 △355

消費支出の部

人件費 45,874 45,083 791

教育研究経費 39,042 38,690 352

管理経費 4,685 4,559 126

借入金等利息 63 90 △27

資産処分差額 224 448 △224

徴収不能引当金繰入額 28 39 △11

予備費 300 300 0

消費支出の部合計 90,216 89,209 1,007

当年度消費支出超過額 3,963 2,601

前年度繰越消費支出超過額(見込） 99,764 101,913

翌年度繰越消費支出超過額 103,727 104,514

消費支出
＋

基本金組入額
985億円

基本金組入額
8.4%（83億円）

人件費
46.6%（459億円）

教育研究経費
39.6%（390億円）

借入金等利息
0.1%（1億円）

管理経費
4.8%（47億円）

予備費他
0.5%（5億円）

消費収支の構成比率■ 
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